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１．事業者の氏名及び住所 
事業者の名称  ：コスモ石油株式会社 
代表者の氏名  ：代表取締役社長 木村 彌一 
主たる事務所の所在地 ：東京都港区芝浦一丁目１番１号 
 

２．対象事業の名称 
コスモ石油株式会社堺製油所高度化事業 

 
３．対象事業の実施状況 

3-1．調査実施日 
    平成 24年 5月 1日～平成 24年 5月 31日 

 
3-2．調査時の運転の状況 

 製造三課の精製装置の緊急停止とその補修が完了し、５月１に同装置の稼働開始 
   を行った。５月２日以降はすべての装置が通常運転状態である。 
 

運転の内容 平成 24年 5月 
上旬 中旬 下旬 

製造三課装置の稼働開始 
（非定常運転） 

   

通常運転    

 
４．事後調査の方法 

4-1．調査内容 
   事後調査の調査項目、調査地点、調査期間及び頻度、並びに調査方法は、表-1 に

示すとおりである。 
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表-1 施設の供用における事後調査の方法 

調査項目 調査地点 
調査期間及び 
頻度 

調査方法 

大気質 

窒素酸化物 
排出濃度・量 

各煙突 
図-1､3 参照 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
毎日 

連続測定装置等を用い
る方法 

低 NOx ﾊﾞｰﾅｰ性能 
排煙脱硝設備性能 

排煙脱硝設
備出入口 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
年 1回 

窒素酸化物濃度、残存酸
素 濃 度 等 よ り 算 出
(JIS-K-O104) 

二酸化硫黄 
排出濃度・量 

各煙突 
図-1､3 参照 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
毎日 

連続測定装置等を用い
る方法 

ベンゼン回収 
設備性能 

ベンゼン 
回収設備 
出入り口 

高度化施設運転開始後 5年 
年 2回 

ガスクロマトグラフ法 

水質 

水素イオン濃度 
化学的酸素要求量 
燐含有量 
窒素含有量 
 

新設排水処
理施設出口
図-2､3 参照 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
毎日 

連続測定装置を用いる
方法 

No.1 排水口 
及び 
No.3 排水口
図-2､3 参照 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
No.1 排水口：1回/週 
(ただし､窒素､燐含有量は 1
回/月) 
No.3 排水口：1回/月 

工場排水試験方法によ
る測定(JIS-K-0102) 

悪臭 アンモニア濃度 

敷地境界 
及び 
排水処理施
設周辺 
図-3参照 

第１期運転開始後および高
度化施設運転開始後に各１
回(夏季) 

環境庁告示第９号別表
第１による測定 

廃棄物 

発生量 
有効利用量 
最終処分量 
有効利用方法 

－ 
第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
年 1回 

廃棄物の記録台帳を元
に集計 

地球 
環境 

エネルギー消費 
原単位 
二酸化炭素排出量 

－ 
第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
年 1回 

製油所における燃料使
用量、電力使用量等より
年度データで算出 
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５．事後調査の結果及び検証（月次） 
 5-1．大気質 
   合計窒素酸化物排出量と合計二酸化硫黄排出量の平成 24年度実績の平均値は別紙 1 
  に示す通り、環境影響評価の計画値（定常時）の範囲内である。   
  別紙 1抜粋 

  

合計 

窒素酸化物排出量 

合計 

二酸化硫黄排出量 

m3N/時 m3N/時 

第１期工事後計画値 10.766  1.512  

年度平均値(4～5月) 6.363 0.585 

    
  (1)各煙突の窒素酸化物排出濃度・量 
    平成 24 年 5 月度の窒素酸化物の排出状況は、別紙 2に示す通りである。 
    3 号煙突の濃度(ppm)と排出量(m3N/時)で、計画値より高い値となっているが、他煙 
   突の系統にある設備からの窒素酸化物排出量が計画値より低いため、製油所全体の 
   窒素酸化物排出量は計画値の範囲内である。 
 
   ・3号煙突 
     3 号煙突での窒素酸化物の計画値の超過分については、他煙突の系統にある設備 
    からの窒素酸化物量を減らすことにより、製油所全体の窒素酸化物の排出量は計 
    画値の範囲内である。 
     3 号煙突で窒素酸化物が高くなった原因は、流動接触分解装置(FCC)の触媒再生 
    塔の窒素酸化物がやや高いことによるものである。 
     FCC の触媒再生塔の窒素酸化物の濃度は、FCC 原料性状の変化、触媒被毒防止剤 
    等の薬品の使用、触媒再生塔の酸素濃度、触媒再生塔の温度分布等の様々な要因 
    の相互関係により、変化する。 
 
     現状は、3号煙突自体で、窒素酸化物を計画値以下にする手段は特定できていな 
    いが、今後も、3号煙突自体での窒素酸化物低減のため、FCC での運転条件等の検 
    討を行い、窒素酸化物を低減させるよう努力する。 
 
  (2)各煙突の二酸化硫黄排出濃度・量 
    平成 24 年 5 月度の二酸化硫黄の排出状況は、別紙 3に示す通りである。 
    5 月 27 日の 3号煙突の濃度(ppm)と排出量(m3N/時)が、計画値より高い値となって 
   いるが、月間平均値の濃度(ppm)と排出量(m3N/時)は計画値の範囲内である。 
 
    計画値より高い値となった理由は、自動分析計の上流にあるサンプルラインで何 
   らかの不純物が形成し、その濃度を計測していた可能性がある。 
 
 5-2．水質 
   平成 24年 4月度の新設排水処理施設（以下「10WA」という。）の全窒素の濃度と負 
  荷量の平均値は計画値を超過したが、5月度の全窒素は濃度 3mg/L、汚濁負荷量 7.1kg/ 
  日と計画値の範囲内となり、平成 24 年度の平均は濃度 11mg/L、汚濁負荷量 14.4kg/日 
  と汚濁負荷量は計画値の範囲内となった。 
   平成 24年 4月度の 10WA の全窒素の濃度と汚濁負荷量の平均値は廃水処理再生塔 
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  （WT-5）の運転不調により、硫化水素とｱﾝﾓﾆｱを含む排水が流入したため計画値を超過 
  した。 
  
  別紙 4上表抜粋 

  

新設排水処理施設出口 調査地点 12 

排水量 水素ｲｵﾝ濃度 化学的酸素要求量 全窒素 全隣 

m3/日 ― 
濃度 

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

濃度  

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

濃度  

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

計画値 3,960  6-8  6.0  23.8  5  19.8  0.07  0.3 

年度平均値 2,352  7  2.6  5.0  11  14.4  0.04  0.1 

 

  別紙 5抜粋 

 

No.1 排水口 調査地点 11 

排水量 水素ｲｵﾝ濃度 化学的酸素要求量 窒素含有量 燐含有量 

m3/日 ― 
濃度 

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

濃度  

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

濃度  

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

計画値 21,891  6-8  6.5  142.3  5  109.5  0.07  1.5 

年度平均値 14,692  7  6.3  91.5  4  50.4  0.05  0.7 

   
  別紙 6抜粋 

 

No.3 排水口 調査地点 10 

排水量 水素ｲｵﾝ濃度 化学的酸素要求量 窒素含有量 燐含有量 

m3/日 ― 
濃度 

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

濃度  

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

濃度  

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

計画値 215  6-8  6.9  1.5  3  0.6  0.3  0.1 

年度平均値 168  8  6.4  1.1  2  0.3  0.1  0.0 

    
(1)新設排水処理施設出口 
    平成 24 年 5 月度の新設排水処理施設出口の排水の状況は、別紙 4に示す通り。5 
   月 3日の全燐濃度が計画値を超過したが、翌日には全燐濃度は通常値に復帰した。 
    全燐濃度の月間平均値は計画値の範囲内であり、排水量と水素イオン濃度、化学 
   的酸素要求量、全窒素については計画値の範囲内である。 
 
    全燐濃度が計画値を超過した原因は、5月 1日の製造三課稼働操作に伴う、一時的 
   な原水性状の悪化が考えられる。 
 
  (2)No.1 排水口出口 
    平成 24 年 5 月度の No.1 排水口の排水の状況は、別紙 5に示す通り、排水量、水 
   素イオン濃度、化学的酸素要求量、窒素含有量、燐含有量の全てが計画値の範囲内 
   である。   
                 
  (3)No.3 排水口出口 
    平成 24 年 5 月度の No.3 排水口の排水の状況は、別紙 6に示す通り。化学的酸素 
   要求量の濃度が計画値を超過したが、化学的酸素要求量の汚濁負荷量は計画値の範 
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   囲内である。 
    また、水素イオン濃度、窒素含有量、燐含有量については計画値の範囲内である。 
 
    化学的酸素要求量の濃度が計画値を超過した原因は、測定日前日に降雨があり、 
   No.3 排水口の上流の素掘り側溝が泥を巻き上げ排水性状を悪化させたと考えられる。 
    経過確認のため、5月中に 7回の化学的酸素要求量の濃度を測定した結果、月間平 
   均値は 5.7mg/L となり、計画値の範囲内である事を確認した。 
     
６．事後調査の結果及び検証（年次） 
 6-1．大気質  
  (1)低 NOx ﾊﾞｰﾅｰ性能、排煙脱硝設備性能の確認結果 

 平成 24年 5月と 6月に測定（一部自動分析計で測定）した状況は、別紙 7に示す 
通りである。一部の脱硝設備入口の濃度は、NOx 低減ｽﾁｰﾑの停止や加熱炉の構造上 
から計画していた低 NOx ﾊﾞｰﾅｰが設置できなかった事などにより、計画値より高い値 
となっているが、脱硝設備の運転管理及び維持管理を徹底し、脱硝設備出口の濃度 
は全て計画値の範囲内であり、低 NOx ﾊﾞｰﾅｰと脱硝設備とを合わせて性能は適正であ 
る。 
 

6-2．廃棄物 
   平成 23年度の廃棄物の調査結果は、別紙 8に示す通り、最終処分（埋立処分）を行 
  わない処分業者へ積極的に委託しており、最終処分量は計画値よりかなり少ない量と 
  なった。 
 
   平成 23年度は 4年に 1回の大整備があり、それに伴い各廃棄物の発生量が計画値よ 
  り多くなっている。 
 
７．環境影響評価に係る履行状況 
7-1．施設の存在・供用に係る環境保全措置の実施状況 
  平成 23 年度の施設の存在・供用に係る環境保全措置の実施状況は、別紙 9に示す 
 通りである。 

 
7-2．知事意見等に対する事業者等の見解についての実施状況 
  平成 23 年度の知事意見等に対する事業者等の見解についての実施状況は、別紙 10 
 に示す通りである。 

           
以上 
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7

別
紙
1
　
事
後
調
査
期
間
の
年
度
平
均
値
実
績
（
供
用
時
）

7号
煙
突
　
調
査
地
点
7
8号
煙
突
　
調
査
地
点
8

各
煙
突
排
出
値

時
期

合
計

窒
素
酸
化
物
排
出
量

 1
号
煙
突
　
調
査
地
点
1
2号
煙
突
　
調
査
地
点
2
3号
煙
突
　
調
査
地
点
3

6



平
成
24
年
　
5月
度
　
実
績
値

濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）

濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）

m3
N/
時

第
１
期
工
事
後
計
画
値

12
.7

3.
30
0

25
.9

1.
33
7

9.
1

0.
66
5

85
.0

0.
13
7

83
.0

2.
30
3

10
.0

0.
05
1

10
.0

0.
08
6

11
.3

2.
88
8

10
.7
66

参
考
(平
均
値
:注
6)

9.
8

2.
21
4

15
.2

0.
66
4

14
.2

0.
82
7

83
.0

0.
12
9

72
.0

1.
56
0

5.
6

0.
02
2

7.
0

0.
04
8

5.
4

0.
84
3

6.
30
7

参
考
(最
大
値
:注
6)

10
.0

2.
53
4

16
.3

0.
75
1

20
.4

1.
13
2

83
.0

0.
13
7

72
.0

1.
73
8

5.
9

0.
02
5

7.
0

0.
06
2

8.
9

1.
38
5

6.
72
2

平
均
値
(注
7)

9.
8

2.
21
4

15
.2

0.
66
1

14
.1

0.
82
0

83
.0

0.
12
9

72
.0

1.
56
0

5.
6

0.
02
2

7.
0

0.
04
8

5.
3

0.
82
4

6.
27
1

最
大
値
(注
7)

10
.0

2.
53
4

16
.3

0.
74
9

20
.4

1.
13
2

83
.0

0.
13
7

72
.0

1.
73
8

5.
9

0.
02
5

7.
0

0.
06
2

5.
8

0.
90
5

6.
72
2

1日
9.
8

2.
53
4

14
.5

0.
62
7

11
.0

0.
61
0

83
.0

0.
10
8

72
.0

1.
27
5

5.
7

0.
02
5

7.
0

0.
05
5

8.
9

1.
38
5

6.
62
0

2日
9.
9

2.
49
6

14
.7

0.
65
9

11
.6

0.
64
7

83
.0

0.
13
5

72
.0

1.
73
8

5.
5

0.
02
4

7.
0

0.
05
6

5.
1

0.
73
8

6.
49
2

3日
9.
9

2.
37
8

14
.6

0.
65
0

17
.8

0.
99
3

83
.0

0.
13
3

72
.0

1.
64
1

5.
5

0.
02
3

7.
0

0.
05
6

5.
5

0.
80
8

6.
68
1

4日
9.
8

2.
36
7

15
.2

0.
68
5

15
.3

0.
93
7

83
.0

0.
13
4

72
.0

1.
63
8

5.
8

0.
02
5

7.
0

0.
06
1

5.
7

0.
87
4

6.
72
1

5日
9.
9

2.
30
8

15
.2

0.
69
4

14
.8

0.
98
2

83
.0

0.
13
4

72
.0

1.
65
8

5.
5

0.
02
3

7.
0

0.
06
2

5.
6

0.
85
4

6.
71
4

6日
9.
9

2.
31
9

15
.3

0.
70
7

14
.3

0.
94
6

83
.0

0.
13
5

72
.0

1.
68
8

5.
6

0.
02
2

7.
0

0.
05
9

5.
5

0.
84
6

6.
72
2

7日
9.
8

2.
30
8

15
.3

0.
71
8

13
.3

0.
88
0

83
.0

0.
13
5

72
.0

1.
63
8

5.
4

0.
02
0

7.
0

0.
05
9

5.
1

0.
78
5

6.
54
3

8日
9.
8

2.
23
8

15
.4

0.
75
1

11
.7

0.
77
4

83
.0

0.
13
3

72
.0

1.
60
1

5.
4

0.
01
9

7.
0

0.
05
9

5.
2

0.
82
6

6.
40
1

9日
9.
8

2.
23
1

15
.0

0.
70
2

12
.4

0.
84
2

83
.0

0.
13
3

72
.0

1.
60
0

5.
8

0.
02
3

7.
0

0.
05
8

5.
2

0.
83
4

6.
42
2

10
日

9.
7

2.
28
0

15
.0

0.
68
4

13
.2

0.
90
0

83
.0

0.
13
6

72
.0

1.
64
1

5.
6

0.
02
4

7.
0

0.
05
8

5.
2

0.
84
6

6.
56
8

11
日

9.
8

2.
26
7

15
.2

0.
65
7

13
.0

0.
87
3

83
.0

0.
13
2

72
.0

1.
61
5

5.
5

0.
02
3

7.
0

0.
05
2

5.
4

0.
87
3

6.
49
3

12
日

13
日

10
.0

2.
22
0

15
.4

0.
62
9

10
.1

0.
67
5

83
.0

0.
13
7

72
.0

1.
61
9

5.
6

0.
02
3

7.
0

0.
04
0

5.
4

0.
87
1

6.
21
3

14
日

9.
9

2.
20
9

15
.0

0.
61
6

16
.0

1.
01
1

83
.0

0.
13
4

72
.0

1.
60
8

5.
7

0.
02
3

7.
0

0.
04
2

5.
1

0.
82
2

6.
46
5

15
日

9.
9

2.
19
0

14
.8

0.
60
6

20
.4

1.
13
2

83
.0

0.
13
2

72
.0

1.
56
2

5.
4

0.
02
3

7.
0

0.
04
2

5.
6

0.
90
1

6.
58
9

16
日

9.
9

2.
12
0

15
.3

0.
63
5

15
.9

0.
86
3

83
.0

0.
11
7

72
.0

1.
30
3

5.
5

0.
02
2

7.
0

0.
04
1

5.
2

0.
85
4

5.
95
4

17
日

9.
9

2.
12
2

15
.2

0.
62
7

15
.3

0.
82
9

83
.0

0.
09
7

72
.0

1.
03
9

5.
7

0.
02
2

7.
0

0.
03
7

5.
0

0.
80
0

5.
57
5

18
日

9.
9

2.
18
0

15
.7

0.
65
0

15
.9

0.
86
4

83
.0

0.
11
1

72
.0

1.
29
1

5.
7

0.
02
3

7.
0

0.
03
7

4.
8

0.
68
7

5.
84
3

19
日

9.
9

2.
13
2

15
.5

0.
64
5

15
.4

0.
80
8

83
.0

0.
13
4

72
.0

1.
59
8

5.
6

0.
02
2

7.
0

0.
03
7

4.
7

0.
70
6

6.
08
1

20
日

9.
8

2.
10
4

15
.0

0.
63
0

16
.8

0.
90
3

83
.0

0.
13
3

72
.0

1.
59
7

5.
5

0.
02
1

7.
0

0.
03
7

4.
9

0.
74
2

6.
16
6

21
日

9.
8

2.
15
9

15
.2

0.
66
0

11
.7

0.
63
3

83
.0

0.
13
1

72
.0

1.
58
1

5.
9

0.
02
2

7.
0

0.
04
1

5.
3

0.
80
2

6.
02
9

22
日

9.
8

2.
14
6

15
.9

0.
72
1

13
.1

0.
72
0

83
.0

0.
13
2

72
.0

1.
61
0

5.
7

0.
02
2

7.
0

0.
04
1

5.
3

0.
80
4

6.
19
7

23
日

9.
8

2.
09
5

16
.3

0.
74
9

12
.7

0.
70
6

83
.0

0.
13
1

72
.0

1.
56
3

5.
6

0.
02
2

7.
0

0.
04
2

5.
3

0.
81
2

6.
12
0

24
日

9.
7

2.
10
6

15
.7

0.
69
2

11
.9

0.
66
2

83
.0

0.
13
1

72
.0

1.
57
2

5.
5

0.
02
0

7.
0

0.
04
5

4.
9

0.
75
0

5.
97
8

25
日

9.
8

2.
14
1

15
.0

0.
62
7

12
.1

0.
68
0

83
.0

0.
13
2

72
.0

1.
60
4

5.
5

0.
01
9

7.
0

0.
04
4

5.
5

0.
82
8

6.
07
5

26
日

9.
8

2.
13
8

14
.9

0.
62
3

11
.7

0.
65
4

83
.0

0.
13
1

72
.0

1.
59
0

5.
6

0.
01
9

7.
0

0.
04
5

5.
6

0.
86
3

6.
06
2

27
日

9.
8

2.
15
0

15
.0

0.
62
2

12
.4

0.
69
2

83
.0

0.
13
1

72
.0

1.
62
5

5.
5

0.
01
9

7.
0

0.
04
7

5.
3

0.
82
0

6.
10
8

28
日

9.
8

2.
12
3

15
.2

0.
64
3

15
.8

0.
85
8

83
.0

0.
13
1

72
.0

1.
64
4

5.
8

0.
02
1

7.
0

0.
04
9

5.
6

0.
86
2

6.
33
1

29
日

9.
8

2.
12
7

15
.5

0.
67
0

18
.5

1.
00
1

83
.0

0.
12
9

72
.0

1.
59
1

5.
8

0.
02
4

7.
0

0.
04
9

5.
8

0.
89
6

6.
48
6

30
日

9.
7

2.
13
3

15
.5

0.
67
8

16
.6

0.
88
6

83
.0

0.
12
7

72
.0

1.
53
4

5.
6

0.
02
3

7.
0

0.
04
9

5.
8

0.
90
5

6.
33
5

31
日

9.
7

2.
09
9

15
.1

0.
65
9

16
.1

0.
86
1

83
.0

0.
12
6

72
.0

1.
53
7

5.
6

0.
02
2

7.
0

0.
04
8

5.
7

0.
88
2

6.
23
5

注
：
1.
排
出
濃
度
及
び
排
出
量
は
1日
平
均
値
を
示
す
。

　
　
2.
高
度
化
後
に
は
、
表
中
の
第
1期
工
事
後
計
画
値
を
高
度
化
後
計
画
値
に
変
更
し
、
「
評
価
書
」
高
度
化
後
の
記
載
値
（
計
画
値
）
を
記
入
す
る
。
　

　
　
3.
事
後
調
査
は
第
1期
工
事
後
5年
間
及
び
高
度
化
後
5年
間
実
施
す
る
。

　
　
4.
窒
素
酸
化
物
濃
度
は
酸
素
濃
度
4％
換
算
値
を
示
す
。

  
  
5.
第
1期
工
事
後
計
画
値
は
平
成
17
年
度
実
績
値
（
年
平
均
値
）
を
基
に
第
１
期
工
事
後
を
予
測
し
た
値
を
示
す
。

  
  
6.
参
考
欄
は
、
表
中
の
全
数
値
を
対
象
と
す
る
。

  
  
7.
平
均
値
と
最
大
値
の
欄
は
、
非
定
常
運
転
の
ﾃﾞ
ｰﾀ
及
び
分
析
計
欠
測
時
の
ﾃﾞ
ｰﾀ
を
除
く
。

  
  
8.
赤
色
で
示
す
ﾃﾞ
ｰﾀ
に
つ
い
て
は
、
分
析
計
の
点
検
に
よ
る
分
析
計
の
欠
測
ﾃﾞ
ｰﾀ
を
含
む
。

  
  
9.
黄
色
で
示
す
ﾃﾞ
ｰﾀ
に
つ
い
て
は
、
装
置
の
停
止
及
び
稼
働
等
の
非
定
常
運
転
の
ﾃﾞ
ｰﾀ
を
含
む
。

  
  
10
.斜
線
欄
は
、
ｺﾝ
ﾋﾟ
ｭｰ
ﾀ演
算
障
害
に
よ
る
欠
測
で
あ
る
。

3号
煙
突
　
調
査
地
点
3
4号
煙
突
　
調
査
地
点
4
5号
煙
突
　
調
査
地
点
5
6号
煙
突
　
調
査
地
点
6
7号
煙
突
　
調
査
地
点
7

8号
煙
突
　
調
査
地
点
8

別
紙
2　
窒
素
酸
化
物
の
排
出
状
況
に
関
す
る
事
後
調
査
結
果
（
供
用
時
）

時
期

各
煙
突
排
出
値

合
計

窒
素
酸
化
物
排
出
量

1号
煙
突
　
調
査
地
点
1
2号
煙
突
　
調
査
地
点
2

7



平
成
24
年
　
5月
度
　
実
績
値

濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）

m3
N/
時

第
１
期
工
事
後
計
画
値

0.
3

0.
11
2

11
.8

0.
63
9

0.
2

0.
01
2

0.
9

0.
00
16

1.
1

0.
02
7

0.
8

0.
00
34

0.
9

0.
00
77

3.
0

0.
71
1

1.
51
2

参
考
(平
均
値
:注
6)

0.
2

0.
05
2

10
.1

0.
48
6

0.
0

0.
00
2

0.
3

0.
00
05

0.
3

0.
00
6

0.
3

0.
00
12

0.
3

0.
00
24

0.
9

0.
16
0

0.
71
0

参
考
(最
大
値
:注
6)

0.
2

0.
05
5

11
.1

0.
55
7

0.
8

0.
04
3

0.
4

0.
00
05

0.
4

0.
00
7

0.
4

0.
00
13

0.
4

0.
00
26

16
.7

3.
08
4

3.
63
9

平
均
値
(注
7)

0.
2

0.
05
2

10
.1

0.
48
5

0.
0

0.
00
1

0.
3

0.
00
05

0.
3

0.
00
6

0.
3

0.
00
12

0.
3

0.
00
24

0.
3

0.
05
9

0.
60
4

最
大
値
(注
7)

0.
2

0.
05
5

11
.1

0.
55
7

0.
4

0.
01
9

0.
4

0.
00
05

0.
4

0.
00
7

0.
4

0.
00
13

0.
4

0.
00
26

0.
4

0.
06
4

0.
68
1

1日
0.
2

0.
05
2

10
.3

0.
49
3

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
04

0.
3

0.
00
6

0.
3

0.
00
12

0.
3

0.
00
24

16
.7

3.
08
4

3.
63
9

2日
0.
2

0.
05
3

10
.7

0.
52
7

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
3

0.
00
7

0.
3

0.
00
13

0.
3

0.
00
24

0.
3

0.
05
5

0.
64
6

3日
0.
2

0.
05
2

10
.5

0.
51
4

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
3

0.
00
7

0.
3

0.
00
12

0.
3

0.
00
24

0.
3

0.
05
9

0.
63
6

4日
0.
2

0.
05
3

9.
8

0.
48
7

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
3

0.
00
7

0.
3

0.
00
13

0.
3

0.
00
26

0.
4

0.
06
3

0.
61
4

5日
0.
2

0.
05
2

10
.4

0.
51
9

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
3

0.
00
7

0.
3

0.
00
13

0.
3

0.
00
26

0.
4

0.
06
2

0.
64
3

6日
0.
2

0.
05
2

10
.1

0.
51
1

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
3

0.
00
7

0.
3

0.
00
12

0.
3

0.
00
25

0.
4

0.
06
0

0.
63
4

7日
0.
2

0.
05
2

10
.8

0.
55
7

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
3

0.
00
6

0.
3

0.
00
12

0.
3

0.
00
25

0.
4

0.
06
2

0.
68
1

8日
0.
2

0.
05
3

9.
8

0.
52
8

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
04

0.
3

0.
00
6

0.
3

0.
00
11

0.
3

0.
00
25

0.
4

0.
06
4

0.
65
5

9日
0.
2

0.
05
5

10
.6

0.
54
6

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
04

0.
3

0.
00
6

0.
3

0.
00
12

0.
3

0.
00
24

0.
4

0.
06
3

0.
67
4

10
日

0.
2

0.
05
4

9.
4

0.
46
8

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
04

0.
3

0.
00
6

0.
3

0.
00
13

0.
3

0.
00
25

0.
3

0.
06
3

0.
59
5

11
日

0.
2

0.
05
3

9.
0

0.
43
0

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
04

0.
3

0.
00
6

0.
3

0.
00
13

0.
3

0.
00
25

0.
3

0.
06
2

0.
55
4

12
日

0.
2

13
日

0.
2

0.
05
2

10
.2

0.
45
9

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
3

0.
00
6

0.
4

0.
00
13

0.
4

0.
00
23

0.
3

0.
06
1

0.
58
3

14
日

0.
2

0.
05
1

11
.1

0.
50
2

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
3

0.
00
6

0.
4

0.
00
13

0.
4

0.
00
22

0.
3

0.
06
2

0.
62
5

15
日

0.
2

0.
05
2

11
.0

0.
49
7

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
04

0.
3

0.
00
6

0.
3

0.
00
13

0.
4

0.
00
23

0.
3

0.
06
2

0.
62
1

16
日

0.
2

0.
05
2

10
.2

0.
46
6

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
04

0.
3

0.
00
5

0.
3

0.
00
12

0.
3

0.
00
22

0.
3

0.
06
3

0.
59
0

17
日

0.
2

0.
05
2

9.
2

0.
42
2

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
04

0.
4

0.
00
5

0.
3

0.
00
12

0.
4

0.
00
21

0.
3

0.
06
1

0.
54
3

18
日

0.
2

0.
05
2

9.
4

0.
43
1

0.
0

0.
00
1

0.
4

0.
00
05

0.
4

0.
00
7

0.
4

0.
00
12

0.
4

0.
00
22

0.
3

0.
05
3

0.
54
7

19
日

0.
2

0.
05
0

10
.5

0.
48
3

0.
8

0.
04
3

0.
3

0.
00
05

0.
4

0.
00
7

0.
4

0.
00
12

0.
4

0.
00
21

0.
3

0.
05
5

0.
64
3

20
日

0.
2

0.
05
0

10
.5

0.
48
2

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
4

0.
00
7

0.
4

0.
00
12

0.
4

0.
00
21

0.
3

0.
05
6

0.
59
9

21
日

0.
2

0.
05
1

10
.0

0.
47
8

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
4

0.
00
7

0.
3

0.
00
12

0.
4

0.
00
22

0.
3

0.
05
6

0.
59
6

22
日

0.
2

0.
05
1

9.
6

0.
47
9

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
4

0.
00
7

0.
3

0.
00
12

0.
4

0.
00
23

0.
3

0.
05
7

0.
59
9

23
日

0.
2

0.
05
0

10
.2

0.
51
6

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
4

0.
00
7

0.
3

0.
00
12

0.
4

0.
00
23

0.
3

0.
05
8

0.
63
5

24
日

0.
2

0.
05
0

9.
9

0.
48
0

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
4

0.
00
7

0.
3

0.
00
11

0.
4

0.
00
24

0.
3

0.
05
7

0.
59
8

25
日

0.
2

0.
05
0

9.
5

0.
43
8

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
3

0.
00
7

0.
3

0.
00
11

0.
4

0.
00
24

0.
3

0.
05
7

0.
55
6

26
日

0.
2

0.
05
0

9.
5

0.
43
7

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
05

0.
3

0.
00
7

0.
3

0.
00
10

0.
3

0.
00
24

0.
3

0.
05
8

0.
55
6

27
日

0.
2

0.
05
0

9.
9

0.
45
0

0.
4

0.
01
9

0.
3

0.
00
05

0.
3

0.
00
7

0.
3

0.
00
10

0.
3

0.
00
24

0.
3

0.
05
8

0.
58
9

28
日

0.
2

0.
05
0

10
.3

0.
48
0

0.
0

0.
00
2

0.
3

0.
00
05

0.
3

0.
00
7

0.
3

0.
00
10

0.
3

0.
00
25

0.
3

0.
05
8

0.
60
0

29
日

0.
2

0.
05
1

10
.5

0.
49
9

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
04

0.
3

0.
00
6

0.
3

0.
00
12

0.
3

0.
00
25

0.
3

0.
05
7

0.
61
7

30
日

0.
2

0.
05
3

10
.2

0.
49
2

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
04

0.
3

0.
00
6

0.
3

0.
00
12

0.
3

0.
00
25

0.
3

0.
05
8

0.
61
4

31
日

0.
2

0.
05
3

10
.6

0.
51
0

0.
0

0.
00
0

0.
3

0.
00
04

0.
3

0.
00
6

0.
3

0.
00
12

0.
3

0.
00
24

0.
3

0.
05
8

0.
63
0

注
：
1.
排
出
濃
度
及
び
排
出
量
は
1日
平
均
値
を
示
す
。

　
　
2.
高
度
化
後
に
は
、
表
中
の
第
1期
工
事
後
計
画
値
を
高
度
化
後
計
画
値
に
変
更
し
、
「
評
価
書
」
高
度
化
後
の
記
載
値
（
計
画
値
）
を
記
入
す
る
。
　

　
　
3.
事
後
調
査
は
第
1期
工
事
後
5年
間
及
び
高
度
化
後
5年
間
実
施
す
る
。

  
  
4.
第
1期
工
事
後
計
画
値
は
平
成
17
年
度
実
績
値
（
年
平
均
値
）
を
基
に
第
１
期
工
事
後
を
予
測
し
た
値
を
示
す
。

  
  
5.
参
考
欄
は
、
表
中
の
全
数
値
を
対
象
と
す
る
。

  
  
6.
平
均
値
と
最
大
値
の
欄
は
、
非
定
常
運
転
の
ﾃﾞ
ｰﾀ
及
び
分
析
計
欠
測
時
の
ﾃﾞ
ｰﾀ
を
除
く
。

  
  
7.
赤
色
で
示
す
ﾃﾞ
ｰﾀ
に
つ
い
て
は
、
分
析
計
の
点
検
に
よ
る
分
析
計
の
欠
測
ﾃﾞ
ｰﾀ
を
含
む
。

  
  
8.
黄
色
で
示
す
ﾃﾞ
ｰﾀ
に
つ
い
て
は
、
装
置
の
停
止
及
び
稼
働
等
の
非
定
常
運
転
の
ﾃﾞ
ｰﾀ
を
含
む
。

  
  
9.
斜
線
欄
は
、
ｺﾝ
ﾋﾟ
ｭｰ
ﾀ演
算
障
害
に
よ
る
欠
測
で
あ
る
。

8号
煙
突
　
調
査
地
点
8

別
紙
3　
二
酸
化
硫
黄
の
排
出
状
況
に
関
す
る
事
後
調
査
結
果
（
供
用
時
）

時
期

各
煙
突
排
出
値

合
計

二
酸
化
硫
黄
排
出
量

1号
煙
突
　
調
査
地
点
1
2号
煙
突
　
調
査
地
点
2
3号
煙
突
　
調
査
地
点
2
4号
煙
突
　
調
査
地
点
4
5号
煙
突
　
調
査
地
点
5
6号
煙
突
　
調
査
地
点
6
7号
煙
突
　
調
査
地
点
7
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別紙4　排水水質の状況に関する事後調査結果（新設排水処理施設出口：供用時）

平成24年度平均値
新設排水処理実績値

新設排水処理施設出口　調査地点12

排水量 水素イオン濃度 化学的酸素要求量 全窒素 全隣

m3/日 ― 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日

計画値 3,960 6-8 6.0 23.8 5 19.8 0.07 0.3

年度平均値 2,352 7 2.6 5.0 11 14.4 0.04 0.1

平成24年4月度平均値 2,041 7 3.2 4.9 19 21.6 0.06 0.1

平成24年5月度平均値 2,663 7 1.9 5.2 3 7.1 0.01 0.0

平成24年6月度平均値

平成24年7月度平均値

平成24年8月度平均値

平成24年9月度平均値

平成24年10月度平均値

平成24年11月度平均値

平成24年12月度平均値

平成25年1月度平均値

平成25年2月度平均値

平成25年3月度平均値

平成24年　5月度
新設排水処理実績値

新設排水処理施設出口　調査地点12

排水量 水素イオン濃度 化学的酸素要求量 全窒素 全隣

m3/日 ― 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日

計画値 3,960 6-8 6.0 23.8 5 19.8 0.07 0.3

参考(平均値)(注3) 2,663 7 1.9 5.1 3 6.8 0.01 0.0
参考(最大値)(注3) 2,823 7 2.7 7.4 5 12.3 0.10 0.2

平均値(注4) 2,663 7 1.9 5.2 3 7.1 0.01 0.0
最大値(注4) 2,823 7 2.7 7.4 5 12.3 0.10 0.2

1日 2,569 7 1.5 4.0 0 1.2 0.01 0.0
2日 2,583 7 1.6 4.3 0 1.2 0.03 0.1
3日 2,530 7 2.2 5.4 1 1.4 0.10 0.2
4日 2,659 7 2.3 6.1 1 1.8 0.01 0.0
5日 2,808 7 2.3 6.5 1 2.4 0.01 0.0
6日 2,748 7 2.7 7.4 1 3.9 0.01 0.0
7日 2,674 7 2.7 7.2 2 5.5 0.01 0.0
8日 2,701 7 2.3 6.3 1 3.9 0.01 0.0
9日 2,823 7 2.4 6.7 2 5.5 0.01 0.0
10日 2,701 7 2.3 6.2 3 7.2 0.01 0.0
11日 2,683 7 2.3 6.1 3 8.2 0.01 0.0
12日 2,823 7 2.3 6.6 2 4.5 0.01 0.0
13日 2,714 7 2.0 5.5 1 2.8 0.01 0.0
14日 2,701 7 1.5 4.1 1 3.9 0.01 0.0
15日 2,756 7 2.3 6.4 2 5.9 0.01 0.0
16日 2,726 7 2.3 6.2 3 6.9 0.01 0.0
17日 2,735 7 2.2 6.0 3 8.8 0.01 0.0
18日 2,715 7 2.0 5.3 5 12.3 0.01 0.0
19日 2,670 7 1.7 4.7 4 10.4 0.01 0.0
20日 2,648 7 1.6 4.3 3 7.8 0.01 0.0
21日 2,717 7 1.7 4.6 3 7.1 0.01 0.0
22日 2,795 7 1.5 4.3 3 8.3 0.01 0.0
23日 2,681 7 1.1 3.1 4 9.7 0.01 0.0
24日 2,652 7 1.6 4.2 4 10.6 0.01 0.0
25日 2,674 7 1.6 4.2 4 10.9 0.01 0.0
26日 2,579 7 1.6 4.0 4 10.9 0.01 0.0
27日 2,612 7 1.6 4.1 4 10.7 0.01 0.0
28日 2,614 7 1.5 3.9 4 11.4 0.01 0.0
29日 2,376 7 1.4 3.3 4 9.2 0.01 0.0
30日 2,436 7 1.4 3.3 3 8.2 0.01 0.0
31日 2,463 7 1.4 3.4 3 8.0 0.01 0.0

注：1.事後調査は第1期工事後5年間及び高度化後5年間実施する。

　　2.排水性状値については自動分析計の日間平均値を記載。

    3.参考欄は、表中の全数値を対象とする。

    4.平均値と最大値の欄は、非定常運転のﾃﾞｰﾀ及び分析計欠測時のﾃﾞｰﾀを除く。

    5.赤字の値については、分析計の点検による分析計の欠測ﾃﾞｰﾀを含む。

    6.斜線部は分析計の測定範囲外のﾃﾞｰﾀを含む。

年月日

時期
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別紙5　排水水質の状況に関する事後調査結果（No.1排水口出口：供用時）

第1期工事後
実績値

No.1排水口　調査地点11

排水量 水素イオン濃度 化学的酸素要求量 窒素含有量 燐含有量

m3/日 ― 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日

計画値
（第1期工事後） 21,891 6-8 6.5 142.3 5 109.5 0.07 1.5

年度平均値 14,692 7 6.3 91.5 4 50.4 0.05 0.7

平成２４年４月度 16,795 7 6.1 102.4 3 50.4 0.05 0.8

平成２４年５月度 12,588 7 6.4 80.6 4 50.4 0.04 0.5

平成２４年６月度

平成２４年７月度

平成２４年８月度

平成２４年９月度

平成２４年１０月度

平成２４年１１月度

平成２４年１２月度

平成２５年１月度

平成２５年２月度

平成２５年３月度
注：1.事後調査は第1期工事後5年間及び高度化後5年間実施する。
　　2.水素イオン濃度、化学的酸素要求量の性状値については1回/週の測定値の平均値を示す。
　　3.窒素含有量、燐含有量の性状値については1回/月(5月10日）の測定値を示す。

年月日

10



別紙6　排水水質の状況に関する事後調査結果（No.3排水口出口：供用時）

第1期工事後

No.3排水口　調査地点10

排水量 水素イオン濃度 化学的酸素要求量 窒素含有量 燐含有量

m3/日 ― 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日

計画値
（第1期工事後） 215 6-8 6.9 1.5 3 0.6 0.3 0.1

年度平均値 168 8 6.4 1.1 2 0.3 0.1 0.0

平成２４年４月度 171 8 5.2 0.9 2 0.3 0.1 0.0

平成２４年５月度 165 7 7.6 1.3 2 0.3 0.1 0.0

平成２４年６月度

平成２４年７月度

平成２４年８月度

平成２４年９月度

平成２４年１０月度

平成２４年１１月度

平成２４年１２月度

平成２５年１月度

平成２５年２月度

平成２５年３月度

注：1.事後調査は第1期工事後5年間及び高度化後5年間実施する。
　　2.水素イオン濃度、化学的酸素要求量、窒素含有量、燐含有量の性状値については1回/月(5月3日）の測定値を示す。

年月日

実績値
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既
設
装
置

脱
硝
設
備
入
口

(加
熱
炉
出
ロ
)

pp
m

脱
硝
設
備
出
口

pp
m

脱
硝
率

%

脱
硝
設
備
入
口

(加
熱
炉
出
ロ
)

pp
m

脱
硝
設
備
出
口

pp
m

脱
硝
率

%

コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
ボ
イ
ラ
ー

84
16

81
65

15
77

第
1期
工
事
後
に
は
排
煙
脱
硝
設
備
の
触
媒
余
力

を
有
効
活
用
し
、
ア
ン
モ
ニ
ア
注
入
比
率
を
上
昇

し
脱
硝
率
を
上
げ
て
対
応
し
た
。

原
油
蒸
留
装
置

2号
加
熱
炉

脱
硫
重
質
軽
油
蒸
留
装
置

加
熱
炉

揮
発
油
水
添
脱
硫
装
置

加
熱
炉

接
触
改
質
装
置

加
熱
炉

灯
油
水
添
脱
硫
装
置

加
熱
炉

軽
油
水
添
脱
硫
装
置

加
熱
炉

流
動
接
触
分
解
装
置

加
熱
炉

59
10

83
68

7
90

同
上

減
圧
蒸
留
装
置

加
熱
炉

30
－

－
14

－
－

第
1期
に
て
更
に
性
能
の
良
い
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
た
(準
備
書
か
ら
の
変
更
)。

新
設
装
置

脱
硝
設
備
入
口

(加
熱
炉
出
ロ
)

pp
m

脱
硝
設
備
出
口

pp
m

脱
硝
率

%

脱
硝
設
備
入
口

(加
熱
炉
出
ロ
)

pp
m

脱
硝
設
備
出
口

pp
m

脱
硝
率

%

重
質
油
熱
分
解
装
置

加
熱
炉

30
10

67
55

6
90

第
1期
に
て
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
/脱
硝
設
備
設
置
し

た
。

1号
加
熱
炉

2号
加
熱
炉

3号
加
熱
炉

4号
加
熱
炉

5号
加
熱
炉

30
10

67
98

5
95

第
1期
に
て
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
と
脱
硝
設
備
を
設
置

し
た
。

第
4硫
黄
回
収
装
置

燃
焼
炉

26
.2

－
－

19
－

－
第
1期
に
て
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
。

1号
加
熱
炉

60
10

83
34

5
86

第
1期
に
て
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
と
脱
硝
設
備
を
設
置

し
た
。

2号
加
熱
炉

30
10

67
27

4
84

同
上

注
:1
.事
後
調
査
は
第
1期
工
事
後
5年
間
及
び
高
度
化
後
5年
間
実
施
す
る
。

  
 2
.窒
素
酸
化
物
濃
度
は
酸
素
濃
度
4%
換
算
値
を
示
す
。

  
 3
.脱
硝
設
備
の
あ
る
入
口
と
出
口
の
窒
素
酸
化
物
濃
度
は
自
動
分
析
計
で
測
定
し
た
。

実
績
値

45
7

9290

6
94

80
62

6

67
10

85
10
4

別
紙
7　
新
設
設
備
の
性
能
維
持
に
関
す
る
事
後
調
査
結
果
(供
用
時
)

実
績
値

計
画
値

加
熱
炉
／

ボ
イ
ラ
ー

装
置
名

装
置
名

加
熱
炉
／

ボ
イ
ラ
ー

計
画
値

50
10

第
2水
素
製
造
装
置

第
1期
工
事
に
て
脱
硝
設
備
を
新
設
し
、
脱
硝
設

備
出
口
で
10
pp
m以
下
を
達
成
し
た
。

備
考

備
考

同
上

分
解
油
水
添
脱
硫
装
置

第
1期
に
て
各
加
熱
炉
に
NO
xバ
ー
ナ
ー
を
設
置
、

ま
た
共
通
で
脱
硝
設
備
を
設
置
し
た
。

30
10

67

12



第
1期
工
事
後

発
生
量

減
量
化
量

有
効
利
用
量

有
効
利
用
方
法

最
終
処
分
量

発
生
量

減
量
化
量

有
効
利
用
量

有
効
利
用
方
法

最
終
処
分
量

発
生
量

減
量
化
量

有
効
利
用
量

有
効
利
用
方
法

最
終
処
分
量

汚
泥

21
,2
55

17
,9
21

3,
31
8
ｾﾒ
ﾝﾄ
原
料
等

16
汚
泥

21
,1
79

18
,6
98

2,
48
0
ｾﾒ
ﾝﾄ
原
料
等

0
汚
泥

24
,3
82

21
,8
67

2,
51
5
ｾﾒ
ﾝﾄ
原
料
等

0

廃
油

36
4

32
燃
料
用

0
廃
油

18
8

8
18
0
燃
料
用

0
廃
油

74
4

0
74
4
燃
料
用

0

廃
酸
・
廃
ア
ル
カ
リ

1,
03
0

1,
03
0

0
－

0
廃
酸
・
廃
ア
ル
カ
リ

2,
02
7

2,
02
7

0
－

0
廃
酸
・
廃
ア
ル
カ
リ

3,
32
3

3,
32
3

0
－

0

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

26
13

13
焼
却
残
分
を

道
路
の
路
盤
材
等

0
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

42
29

13
焼
却
残
分
を

道
路
の
路
盤
材
等

0
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

58
0

58
焼
却
残
分
を

道
路
の
路
盤
材
等

0

木
く
ず

7
0

7
ﾊﾞ
ｲｵ
ﾏｽ
燃
料
等

0
木
く
ず

2
1

1
ﾊﾞ
ｲｵ
ﾏｽ
燃
料
等

0
木
く
ず

6
0

6
ﾊﾞ
ｲｵ
ﾏｽ
燃
料
等

0

金
属
く
ず

10
6

0
10
6
製
鉄
用
原
料
等

0
金
属
く
ず

22
3

0
22
3
製
鉄
用
原
料
等

0
金
属
く
ず

78
2

0
78
2
製
鉄
用
原
料
等

0

ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
く
ず

16
0

1
ｶﾞ
ﾗｽ
原
料
等

15
ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
く
ず

8
0

8
ｶﾞ
ﾗｽ
原
料
等

1
ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
く
ず

2
0

2
ｶﾞ
ﾗｽ
原
料
等

0

合
計

22
,4
76

18
,9
68

3,
47
7

31
合
計

23
,6
69

20
,7
64

2,
90
5

1
合
計

29
,2
96

25
,1
90

4,
10
7

0

第
1期
工
事
後

発
生
量

減
量
化
量

有
効
利
用
量

有
効
利
用
方
法

最
終
処
分
量

発
生
量

減
量
化
量

有
効
利
用
量

有
効
利
用
方
法

最
終
処
分
量

発
生
量

減
量
化
量

有
効
利
用
量

有
効
利
用
方
法

最
終
処
分
量

汚
泥

ｾﾒ
ﾝﾄ
原
料
等

汚
泥

ｾﾒ
ﾝﾄ
原
料
等

汚
泥

ｾﾒ
ﾝﾄ
原
料
等

廃
油

燃
料
用

廃
油

燃
料
用

廃
油

燃
料
用

廃
酸
・
廃
ア
ル
カ
リ

－
廃
酸
・
廃
ア
ル
カ
リ

－
廃
酸
・
廃
ア
ル
カ
リ

－

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

焼
却
残
分
を

道
路
の
路
盤
材
等

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

焼
却
残
分
を

道
路
の
路
盤
材
等

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

焼
却
残
分
を

道
路
の
路
盤
材
等

木
く
ず

ﾊﾞ
ｲｵ
ﾏｽ
燃
料
等

木
く
ず

ﾊﾞ
ｲｵ
ﾏｽ
燃
料
等

木
く
ず

ﾊﾞ
ｲｵ
ﾏｽ
燃
料
等

金
属
く
ず

製
鉄
用
原
料
等

金
属
く
ず

製
鉄
用
原
料
等

金
属
く
ず

製
鉄
用
原
料
等

ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
く
ず

ｶﾞ
ﾗｽ
原
料
等

ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
く
ず

ｶﾞ
ﾗｽ
原
料
等

ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
く
ず

ｶﾞ
ﾗｽ
原
料
等

合
計

0
0

0
0
合
計

0
0

0
0
合
計

0
0

0
0

注
：
事
後
調
査
は
第
1期
工
事
後
5年
間
及
び
高
度
化
後
5年
間
実
施
す
る
。

種
別

平
成
25
年
度

種
別

平
成
26
年
度

別
紙
8　
廃
棄
物
に
関
す
る
事
後
調
査
結
果
（
供
用
時
）

種
別

計
画
値
(t
/年
)

種
別

平
成
22
年
度

種
別

平
成
23
年
度

種
別

平
成
24
年
度
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大
気
質

(硫
黄
酸
化
物
)

(硫
黄
酸
化
物
)

・
従
来
か
ら
使
用
す
る
燃
料
は
、
装
置
か
ら
副
生
す
る
石
油
ガ
ス
を
ガ
ス
洗
浄
設
備
で
処
理
し
た
硫
黄
分
が

・
新
設
装
置
に
お
い
て
も
、
装
置
か
ら
副
生
す
る
石
油
ガ
ス
を
ガ
ス
洗
浄
設
備
で
処
理
し
た
硫
黄
分
が
10
pp
m

　
10
pp
m以
下
の
低
硫
黄
ガ
ス
燃
料
を
使
用
し
て
い
る
。
新
設
装
置
で
も
こ
の
低
硫
黄
ガ
ス
燃
料
を
使
用
す

　
以
下
の
低
硫
黄
ガ
ス
燃
料
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
る
。

・
第
1期
工
事
で
設
置
す
る
第
4硫
黄
回
収
装
置
に
は
、
高
効
率
の
排
煙
脱
硫
設
備
を
設
置
す
る
。

・
第
1期
工
事
で
設
置
し
た
第
4硫
黄
回
収
装
置
に
は
、
高
効
率
の
排
煙
脱
硫
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

(窒
素
酸
化
物
)

(窒
素
酸
化
物
)

・
新
設
装
置
で
は
、
窒
素
酸
化
物
の
発
生
を
極
力
低
く
抑
え
る
た
め
に
可
能
な
限
り
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
を
採

・
新
設
装
置
で
は
、
窒
素
酸
化
物
の
発
生
を
極
力
低
く
抑
え
る
た
め
可
能
な
限
り
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
を
採
用
し

　
用
す
る
。
ま
た
、
加
熱
炉
及
び
ボ
イ
ラ
ー
す
べ
て
に
排
煙
脱
硝
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窒
素
酸

　
ま
し
た
。
ま
た
、
新
設
の
加
熱
炉
す
べ
て
に
排
煙
脱
硝
設
備
を
設
置
し
、
窒
素
酸
化
物
濃
度
を
10
pp
m以
下

　
化
物
濃
度
を
10
pp
m以
下
と
し
て
排
出
抑
制
す
る
。

　
に
抑
制
し
て
い
ま
す
。

　
(ボ
イ
ラ
ー
は
第
2期
工
事
で
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
第
2期
工
事
は
着
工
を
延
期
し
て
い
ま
す
。
)

・
既
設
装
置
に
お
い
て
も
設
置
可
能
な
加
熱
炉
に
排
煙
脱
硝
設
備
を
設
置
し
、
排
出
ガ
ス
中
の
窒
素
酸
化
物

・
既
設
装
置
に
お
い
て
も
設
置
可
能
な
加
熱
炉
に
排
煙
脱
硝
設
備
を
設
置
し
、
設
置
し
た
脱
硝
設
備
の
出
口
の

　
濃
度
を
新
設
装
置
同
様
10
pp
m以
下
と
す
る
。

　
窒
素
酸
化
物
濃
度
を
10
pp
m以
下
に
抑
制
し
て
い
ま
す
。

・
既
設
減
圧
蒸
留
装
置
の
加
熱
炉
に
更
に
性
能
の
良
い
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
既
設
コ
ジ

・
既
設
減
圧
蒸
留
装
置
の
加
熱
炉
に
平
成
21
年
の
定
期
整
備
時
に
性
能
の
良
い
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま

　
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
の
排
煙
脱
硝
設
備
の
触
媒
余
力
を
有
効
活
用
し
、
現
状
よ
り
更
に
脱
硝
率
を
向
上

　
し
た
。
ま
た
、
既
設
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
の
排
煙
脱
硝
設
備
の
触
媒
余
力
を
有
効
活
用
し
、
従
来
よ

　
さ
せ
る
。
　

　
り
脱
硝
率
を
向
上
さ
せ
、
窒
素
酸
化
物
濃
度
を
16
pp
m以
下
に
抑
制
し
て
い
ま
す
。

・
新
設
煙
突
に
つ
い
て
は
、
建
物
ダ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
高
濃
度
汚
染
を
回
避
で
き
る
高
さ
と
す
る
。

・
新
設
の
8号
煙
突
に
つ
い
て
は
、
建
物
ダ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
高
濃
度
汚
染
を
回
避
で
き
る
高
さ
の
10
0

　
mと
し
ま
し
た
。

(ば
い
じ
ん
)

(ば
い
じ
ん
)

・
堺
製
油
所
は
、
今
後
も
ガ
ス
燃
料
を
使
用
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
燃
焼
管
理
を
行
い
、
不
完
全
燃
焼
を

・
堺
製
油
所
は
、
ガ
ス
燃
料
を
使
用
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
燃
焼
管
理
を
行
い
、
不
完
全
燃
焼
を
防
止
し
て

　
防
止
し
て
ば
い
じ
ん
の
発
生
を
抑
制
す
る
。

　
ば
い
じ
ん
の
発
生
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

(炭
化
水
素
)

(炭
化
水
素
)

・
新
設
す
る
施
設
は
、
炭
化
水
素
類
の
大
気
中
へ
の
排
出
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
現
状
と
同
様
す
べ
て
密
閉

・
第
1期
工
事
で
新
設
し
た
施
設
は
、
炭
化
水
素
類
の
大
気
中
へ
の
排
出
が
な
い
よ
う
に
既
設
と
同
様
す
べ
て

　
構
造
と
す
る
。

　
密
閉
構
造
に
し
ま
し
た
。

・
揮
発
成
分
を
含
む
原
料
・
製
品
の
貯
蔵
に
は
現
状
と
同
様
に
浮
き
屋
根
式
タ
ン
ク
を
採
用
す
る
。

・
揮
発
成
分
を
含
む
原
料
・
製
品
の
貯
蔵
に
は
従
来
と
同
様
に
浮
き
屋
根
式
タ
ン
ク
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

・
現
在
設
置
し
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
の
炭
化
水
素
類
回
収
設
備
の
性
能
維
持
に
努
め
る
。

・
ロ
ー
リ
ー
出
荷
場
に
、
設
置
し
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
の
炭
化
水
素
類
回
収
設
備
の
性
能
維
持
に
努
め
て
い
ま
す

　
。

・
高
度
化
後
(第
2期
工
事
後
)に
新
た
に
海
上
出
荷
す
る
ベ
ン
ゼ
ン
の
出
荷
桟
橋
に
は
蒸
気
回
収
設
備
を
設

・
第
2期
工
事
は
着
工
を
延
期
し
て
お
り
、
ベ
ン
ゼ
ン
出
荷
桟
橋
へ
の
蒸
気
回
収
設
備
の
設
置
は
未
実
施
で
す

　
置
し
、
性
能
の
維
持
管
理
に
努
め
る
。

　
。

(事
業
関
連
車
両
)

(事
業
関
連
車
両
)

・
製
油
所
へ
の
通
勤
は
極
力
乗
り
合
い
と
す
る
こ
と
、
並
び
に
出
荷
用
の
車
両
に
つ
い
て
は
大
型
化
す
る
こ

・
製
油
所
へ
の
通
勤
バ
ス
を
運
行
し
、
極
力
乗
り
合
い
と
し
て
い
ま
す
。
出
荷
用
の
車
両
に
つ
い
て
は
大
型
化

　
と
等
に
よ
り
、
関
係
車
両
の
台
数
を
抑
制
し
、
大
気
汚
染
の
防
止
に
努
め
る
。

　
等
に
よ
り
、
関
係
車
両
の
台
数
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
大
気
汚
染
の
防
止
に
努
め
て
い
ま

　
す
。

・
事
業
関
連
車
両
の
走
行
に
あ
た
っ
て
は
、
適
正
速
度
を
遵
守
し
、
不
使
用
時
に
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

・
事
業
関
連
車
両
の
走
行
に
あ
た
っ
て
は
、
適
正
速
度
を
遵
守
し
、
不
使
用
時
に
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

　
プ
を
行
う
よ
う
周
知
徹
底
す
る
。

　
を
行
う
よ
う
周
知
徹
底
し
て
い
ま
す
。

・
事
業
関
連
車
両
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
を
利
用
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

・
事
業
関
連
車
両
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
を
利
用
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

(輸
送
船
舶
)

(輸
送
船
舶
)

・
輸
送
船
舶
か
ら
の
大
気
汚
染
物
質
の
排
出
抑
制
の
た
め
、
従
来
と
同
様
に
船
舶
の
積
付
率
向
上
に
努
め
、

・
輸
送
船
舶
に
つ
い
て
は
、
従
来
と
同
様
に
船
舶
の
積
付
率
向
上
に
努
め
、
原
油
輸
送
の
共
同
配
送
に
よ
る
効

　
原
油
輸
送
の
共
同
配
送
に
よ
る
効
率
化
及
び
タ
ン
カ
ー
の
大
型
化
を
図
り
、
使
用
燃
料
を
削
減
し
、
大
気

　
率
化
及
び
タ
ン
カ
ー
の
大
型
化
を
図
り
、
使
用
燃
料
を
削
減
し
、
大
気
汚
染
物
質
の
排
出
抑
制
を
行
う
こ
と

　
汚
染
物
質
の
排
出
抑
制
を
行
う
こ
と
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。

　
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
原
油
輸
送
船
舶
の
う
ち
定
期
傭
船
に
つ
い
て
は
、
揚
油
作
業
時
の
燃
料
を
硫
黄
分
の
少
な
い
燃
料
へ
(C
重

・
原
油
輸
送
船
舶
の
う
ち
定
期
傭
船
に
つ
い
て
は
、
揚
油
作
業
時
の
燃
料
を
硫
黄
分
の
少
な
い
燃
料
へ
(C
重
油

　
油
か
ら
A重
油
に
)可
能
な
限
り
変
更
す
る
。

　
か
ら
A重
油
に
)可
能
な
限
り
変
更
し
て
い
ま
す
。

別
紙
9
　
施
設
の
存
在
・
供
用
に
係
る
環
境
保
全
措
置
の
実
施
状
況

環
境
影
響
評
価
書
に
記
載
の
環
境
保
全
措
置
の
内
容

実
施
状
況
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水
質

(排
水
量
の
低
減
)

(排
水
量
の
低
減
)

・
石
油
精
製
の
冷
却
工
程
に
お
い
て
は
で
き
る
だ
け
空
気
冷
却
方
式
を
採
用
し
、
冷
却
水
の
使
用
方
法
と
し

・
石
油
精
製
の
冷
却
工
程
に
お
い
て
は
で
き
る
だ
け
空
気
冷
却
方
式
を
採
用
し
、
冷
却
水
の
使
用
方
法
と
し
て

　
て
循
環
冷
却
水
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
で
排
水
量
を
低
減
す
る
。

　
循
環
冷
却
水
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
で
排
水
量
を
低
減
し
て
い
ま
す
。

・
石
油
精
製
工
程
で
発
生
す
る
蒸
気
凝
縮
水
の
回
収
・
再
利
用
を
行
い
、
ま
た
石
油
精
製
工
程
で
発
生
す
る

・
石
油
精
製
工
程
で
発
生
す
る
蒸
気
凝
縮
水
の
回
収
・
再
利
用
を
行
い
、
ま
た
石
油
精
製
工
程
で
発
生
す
る
臭

　
臭
水
及
び
廃
水
再
生
塔
の
排
水
を
工
程
内
で
再
利
用
す
る
こ
と
に
努
め
排
水
量
を
極
力
低
減
す
る
。

　
水
及
び
廃
水
再
生
塔
の
排
水
を
工
程
内
で
再
利
用
す
る
こ
と
に
努
め
排
水
量
を
極
力
低
減
し
て
い
ま
す
。

(排
水
処
理
)

(排
水
処
理
)

　
本
事
業
に
よ
り
装
置
か
ら
の
汚
濁
負
荷
量
が
増
加
す
る
が
、
次
の
排
水
対
策
に
よ
り
事
業
所
か
ら
排
出
さ

次
の
排
水
対
策
に
よ
り
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
濁
負
荷
量
の
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す
。

れ
る
汚
濁
負
荷
量
の
抑
制
に
努
め
る
。

・
既
設
製
油
所
排
水
の
大
部
分
を
占
め
る
No
.1
排
水
口
か
ら
の
化
学
的
酸
素
要
求
量
(C
OD
)の
濃
度
は
以
下

・
製
油
所
排
水
の
大
部
分
を
占
め
る
No
.1
排
水
口
か
ら
の
化
学
的
酸
素
要
求
量
(C
OD
)の
濃
度
は
以
下
の
措
置

　
の
措
置
に
よ
り
低
減
す
る
。

　
に
よ
り
従
来
よ
り
低
減
し
て
い
ま
す
。

　
1)
新
規
排
水
及
び
既
設
排
水
増
加
分
は
新
設
排
水
処
理
施
設
で
処
理
す
る
。

1)
新
規
排
水
は
新
設
排
水
処
理
施
設
で
処
理
す
る
。

　
2)
第
1期
工
事
後
は
新
設
排
水
処
理
施
設
の
余
力
で
既
設
排
水
の
一
部
を
処
理
し
、
化
学
的
酸
素
要
求
量

2)
既
設
排
水
の
一
部
は
新
設
排
水
処
理
施
設
の
余
力
で
処
理
し
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
の
濃
度
を
従
来
か
ら

　
　
の
濃
度
を
現
状
の
7.
5m
g/
Lか
ら
6.
5m
g/
Lま
で
低
減
す
る
。

　
6.
5m
g/
L以
下
に
低
減
し
て
い
ま
す
。

　
3)
高
度
化
後
(第
2期
工
事
後
)は
既
設
排
水
処
理
施
設
の
後
段
に
活
性
炭
吸
着
処
理
設
備
を
設
置
す
る
こ

3)
第
2期
工
事
に
つ
い
て
は
着
工
を
延
期
し
て
お
り
、
既
設
排
水
処
理
施
設
の
後
段
へ
の
活
性
炭
吸
着
処
理
施

　
　
と
に
よ
り
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
の
濃
度
を
6.
0m
g/
Lま
で
低
減
す
る
。

　
設
の
増
設
は
未
実
施
で
す
。

・
新
規
排
水
中
の
窒
素
は
、
新
設
す
る
生
物
処
理
設
備
(硝
化
脱
窒
方
式
の
活
性
汚
泥
処
理
)で
高
度
処
理
を

・
新
規
排
水
中
の
窒
素
は
、
新
設
し
た
生
物
処
理
設
備
(硝
化
脱
窒
方
式
の
活
性
汚
泥
処
理
)で
高
度
処
理
を
行

　
行
う
。

　
っ
て
い
ま
す
。

・
新
規
排
水
中
の
燐
、
浮
遊
物
質
及
び
ベ
ン
ゼ
ン
は
新
設
排
水
処
理
施
設
で
処
理
を
行
う
。

・
新
規
排
水
中
の
燐
、
浮
遊
物
質
及
び
ベ
ン
ゼ
ン
は
新
設
排
水
処
理
施
設
で
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
新
規
循
環
冷
却
水
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
、
ボ
イ
ラ
ー
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
及
び
浄
化
槽
排
水
(窒
素
・
燐
含
有

・
新
規
循
環
冷
却
水
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
、
ボ
イ
ラ
ー
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
及
び
浄
化
槽
排
水
(窒
素
・
燐
含
有
排

　
水
)は
、
新
設
の
排
水
処
理
施
設
で
処
理
す
る
。

　
水
)は
、
新
設
の
排
水
処
理
施
設
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

・
新
規
生
活
排
水
の
処
理
方
法
と
し
て
合
併
処
理
浄
化
槽
を
導
入
す
る
。

・
新
規
生
活
排
水
の
処
理
の
た
め
合
併
処
理
浄
化
槽
を
導
入
し
ま
し
た
。

・
新
設
の
重
質
油
分
解
装
置
群
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
水
中
の
硫
化
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
及
び
フ
ェ
ノ
ー
ル
類

・
新
設
の
重
質
油
分
解
装
置
群
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
水
中
の
硫
化
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
及
び
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
は

　
は
新
設
す
る
廃
水
処
理
再
生
塔
、
新
設
の
排
水
処
理
施
設
で
除
去
す
る
。

　
新
設
す
る
廃
水
処
理
再
生
塔
、
新
設
の
排
水
処
理
施
設
で
除
去
し
て
い
ま
す
。

(排
水
口
)

(排
水
口
)

・
新
規
排
水
の
排
出
は
、
新
た
な
排
水
口
は
設
け
ず
に
既
設
排
水
口
か
ら
海
域
に
排
出
す
る
。

・
新
規
排
水
の
排
出
は
、
新
た
な
排
水
口
は
設
け
ず
に
既
設
排
水
口
か
ら
海
域
に
排
出
し
て
い
ま
す
。

騒
音

・
製
油
所
へ
の
通
勤
は
極
力
乗
り
合
い
と
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
関
係
車
両
の
台
数
を
抑
制
し
、
沿
道
環
境

・
製
油
所
へ
の
通
勤
バ
ス
を
運
行
し
極
力
乗
り
合
い
と
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
関
係
車
両
の
台
数
を
抑
制
し
、

　
へ
の
騒
音
影
響
の
低
減
に
努
め
る
。

　
沿
道
環
境
へ
の
騒
音
影
響
の
低
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

・
騒
音
発
生
源
と
な
る
機
器
は
、
社
内
基
準
に
よ
り
機
側
1m
で
85
dB
以
下
と
す
る
よ
う
低
騒
音
型
機
器
の
採

・
騒
音
発
生
源
と
な
る
機
器
は
、
社
内
基
準
に
よ
り
機
側
1m
で
85
dB
以
下
と
す
る
よ
う
低
騒
音
型
機
器
の
採
用

　
用
に
努
め
る
。

　
し
て
い
ま
す
。

・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
や
ス
チ
ー
ム
タ
ー
ビ
ン
等
の
主
な
騒
音
発
生
機
器
は
、
防
音
カ
バ
ー
又
は
建
屋
内
等
に
収

・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
や
ス
チ
ー
ム
タ
ー
ビ
ン
は
第
2期
工
事
で
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
第
2期
工
事
に
つ
い

　
納
し
、
外
部
へ
の
騒
音
の
漏
れ
を
出
来
る
限
り
低
減
す
る
。

　
て
は
着
工
を
延
期
し
て
お
り
、
未
実
施
で
す
。

・
堺
製
油
所
か
ら
の
製
品
出
荷
の
主
要
ル
ー
ト
は
、
主
と
し
て
府
道
大
阪
臨
海
線
、
府
道
堺
狭
山
線
及
び
阪

・
堺
製
油
所
か
ら
の
製
品
出
荷
の
主
要
ル
ー
ト
は
、
主
と
し
て
府
道
大
阪
臨
海
線
、
府
道
堺
狭
山
線
及
び
阪
神

　
神
高
速
道
路
湾
岸
線
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
住
居
地
域
内
の
通
行
を
極
力
回
避
す
る
。

　
高
速
道
路
湾
岸
線
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
住
居
地
域
内
の
通
行
を
極
力
回
避
し
て
い
ま
す
。

・
事
業
関
連
車
両
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
を
利
用
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

・
事
業
関
連
車
両
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
を
利
用
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

振
動

・
製
油
所
へ
の
通
勤
は
極
力
乗
り
合
い
と
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
関
係
車
両
の
台
数
を
抑
制
し
、
沿
道
環
境

・
製
油
所
へ
の
通
勤
バ
ス
を
運
行
し
極
力
乗
り
合
い
と
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
関
係
車
両
の
台
数
を
抑
制
し
、

　
へ
の
振
動
影
響
の
低
減
に
努
め
る
。

　
沿
道
環
境
へ
の
振
動
影
響
の
低
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

・
振
動
発
生
源
と
な
る
機
器
に
つ
い
て
は
強
固
な
基
礎
上
に
設
置
し
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
振
動
伝
播
対
策

・
振
動
発
生
源
と
な
る
機
器
に
つ
い
て
は
強
固
な
基
礎
上
に
設
置
し
、
発
生
振
動
レ
ベ
ル
の
低
減
及
び
伝
播
防

　
を
行
い
、
発
生
振
動
レ
ベ
ル
の
低
減
及
び
伝
播
防
止
に
努
め
る
。

　
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

・
堺
製
油
所
か
ら
の
製
品
出
荷
の
主
要
ル
ー
ト
は
、
主
と
し
て
府
道
大
阪
臨
海
線
、
府
道
堺
狭
山
線
及
び
阪

・
堺
製
油
所
か
ら
の
製
品
出
荷
の
主
要
ル
ー
ト
は
、
主
と
し
て
府
道
大
阪
臨
海
線
、
府
道
堺
狭
山
線
及
び
阪
神

　
神
高
速
道
路
湾
岸
線
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
住
居
地
域
内
の
通
行
を
極
力
回
避
す
る
。

　
高
速
道
路
湾
岸
線
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
住
居
地
域
内
の
通
行
を
極
力
回
避
し
て
い
ま
す
。

・
事
業
関
連
車
両
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
を
利
用
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

・
事
業
関
連
車
両
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
を
利
用
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

別
紙
9
　
施
設
の
存
在
・
供
用
に
係
る
環
境
保
全
措
置
の
実
施
状
況

環
境
影
響
評
価
書
に
記
載
の
環
境
保
全
措
置
の
内
容

実
施
状
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悪
臭

・
本
事
業
で
は
新
た
に
取
り
扱
う
悪
臭
物
質
は
な
い
。
悪
臭
物
質
の
生
成
量
及
び
原
料
・
製
品
の
貯
蔵
、
取

・
本
事
業
で
は
新
た
に
取
り
扱
う
悪
臭
物
質
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
臭
物
質
の
生
成
量
及
び
原
料
・
製
品
の
貯
蔵

　
扱
量
は
増
加
す
る
も
の
の
新
設
装
置
を
含
め
た
生
産
施
設
は
基
本
的
に
密
閉
構
造
で
あ
り
外
部
へ
の
漏
出

　
、
取
扱
量
は
増
加
す
る
も
の
の
新
設
装
置
を
含
め
た
生
産
施
設
は
基
本
的
に
密
閉
構
造
で
あ
り
外
部
へ
の
漏

　
は
な
い
。
し
か
し
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
の
環
境
保
全
措
置
を
実
施
し
、
悪
臭
の
原
因
と

　
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
の
環
境
保
全
措
置
を
実
施
し
、
悪
臭
の

　
な
る
物
質
の
排
出
抑
制
を
行
う
。

　
原
因
と
な
る
物
質
の
排
出
抑
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
キ
シ
レ
ン
に
つ
い
て
は
高
度
化
後
の
た
め
未
実
施
）

対
象

悪
臭
物
質

発
生
源

現
状
の
対
策

(対
策
の
規
模
含
む
)

高
度
化
後
の
対
策

対
象

悪
臭
物
質

発
生
源

第
一
期
工
事
前
の
対
策

第
一
期
工
事
後
(現
状
)

の
対
策

硫
化
水
素

プ
ロ
セ
ス
排
水

廃
水
処
理
再
生
塔
(2
基
)で

プ
ロ
セ
ス
排
水
量
増
に
対
応

硫
化
水
素

プ
ロ
セ
ス
排
水

廃
水
処
理
再
生
塔
(2
基
)で

プ
ロ
セ
ス
排
水
量
増
に
対
応

ア
ン
モ
ニ
ア

排
水
中
の
硫
化
水
素
、
ア
ン

し
た
廃
水
処
理
再
生
塔
(2
基
)

ア
ン
モ
ニ
ア

排
水
中
の
硫
化
水
素
、
ア
ン

し
た
廃
水
処
理
再
生
塔
(2
基
)

モ
ニ
ア
を
除
去

を
新
設

モ
ニ
ア
を
除
去

を
新
設

硫
化
水
素

硫
黄
タ
ン
ク
、
硫
黄
溜
脱
臭
設
備
(1
基
)の
設
置
に
よ

復
旧
す
る
硫
黄
タ
ン
ク
(1
基
)

硫
化
水
素

硫
黄
タ
ン
ク
、
硫
黄
溜
脱
臭
設
備
(1
基
)の
設
置
に
よ

復
旧
す
る
硫
黄
タ
ン
ク
(1
基
)

出
出
荷
受
払
時
に
発

る
硫
黄
を
含
む
ガ
ス
の
除
去

に
脱
臭
設
備
を
増
強

出
出
荷
受
払
時
に
発

る
硫
黄
を
含
む
ガ
ス
の
除
去

に
脱
臭
設
備
を
増
強

生
す
る
ガ
ス

生
す
る
ガ
ス

悪
臭
成
分
を
含
む
サ

サ
ン
プ
リ
ン
グ
系
統
の
ク
ロ

悪
臭
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る

悪
臭
成
分
を
含
む
サ

サ
ン
プ
リ
ン
グ
系
統
の
ク
ロ

悪
臭
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る

ン
プ
リ
ン
グ
時
の
ガ

一
ズ
化
に
よ
る
悪
臭
漏
出
防

サ
ン
プ
リ
ン
グ
場
所
に
左
記

ン
プ
リ
ン
グ
時
の
ガ

一
ズ
化
に
よ
る
悪
臭
漏
出
防

サ
ン
プ
リ
ン
グ
場
所
に
左
記

ス
漏
出

止
と
同
じ
設
備
を
設
置

ス
漏
出

止
と
同
じ
設
備
を
設
置

キ
シ
レ
ン

タ
ン
ク
ヘ
の
貯
蔵
油

浮
き
屋
根
式
タ
ン
ク
で
の
貯

新
た
に
出
荷
を
行
う
キ
シ
レ

油
臭

定
期
整
備
時
の
装
置

装
置
ス
チ
ー
ム
パ
ー
ジ
ガ
ス

新
設
装
置
の
個
別
発
生
源
毎
に

(キ
シ
レ
ン
含
有
の
揮

蔵
に
よ
り
揮
発
油
拡
散
防
止

ン
は
、
浮
き
屋
根
式
タ
ン
ク
に

ス
チ
ー
ム
パ
ー
ジ
ガ
ス
の
油
臭
を
水
洗
設
備
で
除
去

仮
設
油
臭
水
洗
設
備
の
設
置

発
油
タ
ン
ク
を
含
む
)
(2
0基
)

貯
蔵
(2
1基
)

(個
別
発
生
源
毎
に
仮
設
設
置
)

・
揮
発
油
タ
ン
ク
(2
0基
)

・
揮
発
油
タ
ン
ク
(1
6基
)

タ
ン
ク
水
切
り
ピ
ッ
ト
水
切
り
ピ
ッ
ト
に
油
臭
拡
散

タ
ン
ク
基
数
に
増
減
な
い
た

・
キ
シ
レ
ン
タ
ン
ク
(0
基
)

・
キ
シ
レ
ン
タ
ン
ク
(5
基
)

の
油
臭

防
止
の
た
め
の
蓋
設
置

め
追
設
な
し

油
臭

定
期
整
備
時
の
装
置

装
置
ス
チ
ー
ム
パ
ー
ジ
ガ
ス

新
設
装
置
の
個
別
発
生
源
毎
に

(各
タ
ン
ク
に
設
置
)

ス
チ
ー
ム
パ
ー
ジ
ガ
ス
の
油
臭
を
水
洗
設
備
で
除
去

仮
設
油
臭
水
洗
設
備
の
設
置

(個
別
発
生
源
毎
に
仮
設
設
置
)

タ
ン
ク
水
切
り
ピ
ッ
ト
水
切
り
ピ
ッ
ト
に
油
臭
拡
散

タ
ン
ク
基
数
に
増
減
な
い
た

の
油
臭

防
止
の
た
め
の
蓋
設
置

め
追
設
な
し

(各
タ
ン
ク
に
設
置
)

陸
域
生
態
系
・
既
設
装
置
の
有
効
利
用
を
図
り
、
土
地
の
改
変
や
施
設
規
模
を
必
要
最
小
限
と
す
る
。

・
既
設
装
置
の
有
効
利
用
を
図
り
、
土
地
の
改
変
や
施
設
規
模
を
必
要
最
小
限
と
し
ま
し
た
。

・
本
事
業
に
よ
り
改
変
さ
れ
な
い
北
側
エ
リ
ア
の
水
路
に
つ
い
て
は
、
ヨ
シ
や
コ
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
等
の
抽
水
性

・
本
事
業
に
よ
り
改
変
さ
れ
な
い
北
側
エ
リ
ア
の
水
路
に
つ
い
て
は
、
ヨ
シ
や
コ
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
等
の
抽
水
性
の

　
の
植
物
が
多
く
生
育
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
水
路
沿
い
の
環
境
の
維
持
に
努
め
る
。

　
植
物
が
多
く
生
育
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
水
路
沿
い
の
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

・
現
在
飛
来
し
て
い
る
多
く
の
鳥
類
を
は
じ
め
、
動
物
の
生
息
場
所
と
し
て
の
機
能
を
考
慮
し
、
高
木
、
中

・
現
在
飛
来
し
て
い
る
多
く
の
鳥
類
を
は
じ
め
、
動
物
の
生
息
場
所
と
し
て
の
機
能
を
考
慮
し
、
高
木
、
中
木

　
木
、
低
木
の
植
栽
を
行
う
。

　
、
低
木
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

・
海
域
を
埋
め
立
て
た
土
地
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
植
栽
種
は
、
潮
風
な
ど
に
強
く
、
海
岸
性
立
地
に
適

・
海
域
を
埋
め
立
て
た
土
地
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
植
栽
種
は
、
潮
風
な
ど
に
強
く
、
海
岸
性
立
地
に
適
し

　
し
た
種
か
ら
選
定
を
行
う
。

　
た
種
か
ら
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

・
緑
化
は
「
堺
市
工
場
立
地
法
第
4条
の
2第
1項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例
」
(平
成
18
年
、
条

・
緑
化
は
「
堺
市
工
場
立
地
法
第
4条
の
2第
1項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例
」
(平
成
18
年
、
条
例

　
例
第
40
号
)に
従
い
、
設
置
す
る
環
境
施
設
面
積
を
決
定
し
、
新
設
す
る
環
境
施
設
は
す
べ
て
緑
地
と
す

　
第
40
号
)に
従
い
、
設
置
す
る
環
境
施
設
面
積
を
決
定
し
、
新
設
す
る
環
境
施
設
は
す
べ
て
緑
地
と
し
ま
し

　
る
。

　
た
。

・
「
堺
市
緑
の
工
場
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
(堺
市
、
平
成
18
年
)に
基
づ
き
新
設
緑
地
の
50
%を
樹
林
地
と
す
る
。

・
「
堺
市
緑
の
工
場
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
(堺
市
、
平
成
18
年
)に
基
づ
き
新
設
緑
地
の
50
%を
樹
林
地
と
し
ま
し

　
た
。

海
域
生
態
系
・
新
設
す
る
石
油
コ
ー
ク
ス
用
桟
橋
は
、
既
設
桟
橋
と
同
様
に
、
海
水
の
流
れ
を
遮
断
し
な
い
透
過
構
造
を

・
新
設
す
る
石
油
コ
ー
ク
ス
用
桟
橋
は
、
既
設
桟
橋
と
同
様
に
、
海
水
の
流
れ
を
遮
断
し
な
い
透
過
構
造
を
採

　
採
用
す
る
。

　
用
し
ま
し
た
。

・
桟
橋
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
海
域
生
物
の
生
息
・
生
育
す
る
護
岸
の
改
変
を
回
避
す
る
。

・
桟
橋
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
海
域
生
物
の
生
息
・
生
育
す
る
護
岸
の
改
変
を
回
避
し
ま
し
た
。

人
と
自
然
と
・
製
油
所
へ
の
通
勤
は
極
力
乗
り
合
い
と
す
る
こ
と
、
並
び
に
出
荷
用
の
車
両
に
つ
い
て
は
大
型
化
す
る
こ

・
製
油
所
へ
の
通
勤
バ
ス
を
運
行
し
極
力
乗
り
合
い
と
す
る
こ
と
、
並
び
に
出
荷
用
の
車
両
に
つ
い
て
は
大

の
触
れ
合
い
　
と
等
に
よ
り
、
関
係
車
両
の
台
数
を
抑
制
す
る
。

　
型
化
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
関
係
車
両
の
台
数
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

の
活
動
の
場
・
堺
製
油
所
か
ら
の
製
品
出
荷
の
主
要
ル
ー
ト
は
、
主
と
し
て
府
道
大
阪
臨
海
線
、
府
道
堺
狭
山
線
及
び
阪

・
堺
製
油
所
か
ら
の
製
品
出
荷
の
主
要
ル
ー
ト
は
、
主
と
し
て
府
道
大
阪
臨
海
線
、
府
道
堺
狭
山
線
及
び
阪
神

　
神
高
速
道
路
湾
岸
線
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
住
居
地
域
内
の
通
行
を
極
力
回
避
す
る
。

　
高
速
道
路
湾
岸
線
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
住
居
地
域
内
の
通
行
を
極
力
回
避
し
て
い
ま
す
。

・
事
業
関
連
車
両
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
を
利
用
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

・
事
業
関
連
車
両
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
を
利
用
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

別
紙
9
　
施
設
の
存
在
・
供
用
に
係
る
環
境
保
全
措
置
の
実
施
状
況

環
境
影
響
評
価
書
に
記
載
の
環
境
保
全
措
置
の
内
容

実
施
状
況
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景
観

・
本
事
業
は
埋
立
地
に
立
地
す
る
既
設
製
油
所
敷
地
内
に
計
画
す
る
た
め
、
色
彩
等
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は

・
本
事
業
は
埋
立
地
に
立
地
す
る
既
設
製
油
所
敷
地
内
に
計
画
す
る
た
め
、
色
彩
等
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

　
、
周
辺
工
場
あ
る
い
は
既
設
装
置
と
調
和
の
と
れ
た
景
観
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
検
討
す
る
。
具
体
的
に

　
周
辺
工
場
あ
る
い
は
既
設
装
置
と
調
和
の
と
れ
た
景
観
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
検
討
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

　
は
、
「
堺
市
景
観
条
例
」
(平
成
5年
、
条
例
第
7号
)に
基
づ
き
、
「
大
規
模
建
築
物
等
デ
ザ
イ
ン
マ
ニ
ュ

　
は
、
「
堺
市
景
観
条
例
」
(平
成
5年
、
条
例
第
7号
)に
基
づ
き
、
「
大
規
模
建
築
物
等
デ
ザ
イ
ン
マ
ニ
ュ

　
ア
ル
」
(堺
市
、
平
成
10
年
)を
参
考
と
し
た
煙
突
等
の
適
正
な
配
色
を
行
う
。

　
ア
ル
」
(堺
市
、
平
成
10
年
)を
参
考
と
し
た
煙
突
等
の
適
正
な
配
色
を
行
い
ま
し
た
。

・
緑
化
は
「
堺
市
工
場
立
地
法
第
4条
の
2第
1項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例
」
(平
成
18
年
、
条

・
緑
化
は
「
堺
市
工
場
立
地
法
第
4条
の
2第
1項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例
」
(平
成
18
年
、
条
例

　
例
第
40
号
)に
従
い
、
設
置
す
る
環
境
施
設
面
積
を
決
定
し
、
新
設
す
る
環
境
施
設
は
す
べ
て
緑
地
と
す

　
第
40
号
)に
従
い
、
設
置
す
る
環
境
施
設
面
積
を
決
定
し
、
新
設
す
る
環
境
施
設
は
す
べ
て
緑
地
と
し
ま
し

　
る
。

　
た
。

・
「
堺
市
緑
の
工
場
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
(堺
市
、
平
成
18
年
)に
基
づ
き
新
設
緑
地
の
50
%を
樹
林
地
と
す
る
。

・
「
堺
市
緑
の
工
場
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
(堺
市
、
平
成
18
年
)に
基
づ
き
新
設
緑
地
の
50
%を
樹
林
地
と
し
ま
し

　
た
。

・
新
設
す
る
樹
林
地
に
つ
い
て
は
、
「
堺
市
開
発
行
為
等
の
手
続
に
関
す
る
条
例
」
(平
成
15
年
、
条
例
第

・
新
設
す
る
樹
林
地
に
つ
い
て
は
、
「
堺
市
開
発
行
為
等
の
手
続
に
関
す
る
条
例
」
(平
成
15
年
、
条
例
第
22

　
22
号
)に
定
め
ら
れ
た
基
準
植
栽
密
度
を
確
保
す
る
。

　
号
)に
定
め
ら
れ
た
基
準
植
栽
密
度
を
確
保
し
ま
し
た
。

廃
棄
物

・
堺
製
油
所
で
は
、
最
終
処
分
率
1%
未
満
を
目
標
と
し
て
廃
棄
物
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
状
の
最

・
堺
製
油
所
で
は
、
最
終
処
分
率
1%
未
満
を
目
標
と
し
て
廃
棄
物
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
前
年
度

　
終
処
分
率
の
1%
未
満
を
高
度
化
後
も
維
持
し
、
環
境
へ
の
影
響
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
。

　
も
最
終
処
分
率
の
実
績
が
1%
未
満
と
な
り
、
1%
未
満
を
維
持
し
、
環
境
へ
の
影
響
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
配

　
慮
し
て
い
ま
す
。

・
以
前
よ
り
廃
棄
物
担
当
者
を
選
任
し
て
お
り
、
産
業
廃
棄
物
の
分
別
保
管
、
処
理
業
者
の
管
理
・
評
価
、

・
以
前
よ
り
廃
棄
物
担
当
者
を
選
任
し
て
お
り
、
産
業
廃
棄
物
の
分
別
保
管
、
処
理
業
者
の
管
理
・
評
価
、
新

　
新
た
な
処
理
業
者
の
開
拓
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
不
法
投
棄
防
止
の
観
点
か
ら
産
業
廃
棄
物
マ
ニ
フ

　
た
な
処
理
業
者
の
開
拓
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
不
法
投
棄
防
止
の
観
点
か
ら
産
業
廃
棄
物
マ
ニ
フ
ェ
ス

　
ェ
ス
ト
管
理
の
徹
底
を
今
後
も
継
続
す
る
。

　
ト
管
理
の
徹
底
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

・
廃
棄
物
を
処
理
業
者
に
委
託
し
て
処
理
す
る
場
合
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
の
優
良
性
の
判
断
に
か
か
る

・
廃
棄
物
を
処
理
業
者
に
委
託
し
て
処
理
す
る
場
合
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
の
優
良
性
の
判
断
に
か
か
る
評

　
評
価
制
度
に
適
合
す
る
事
業
者
な
ど
、
廃
棄
物
処
理
を
適
正
に
行
う
業
者
を
選
定
時
に
考
慮
す
る
。

　
価
制
度
に
適
合
す
る
事
業
者
な
ど
、
廃
棄
物
処
理
を
適
正
に
行
う
業
者
を
選
定
時
に
考
慮
し
て
い
ま
す
。

・
本
事
業
計
画
で
実
施
す
る
廃
棄
物
の
具
体
的
な
最
終
処
分
量
の
削
減
方
法
(減
量
化
及
び
有
効
利
用
)は
以

・
当
初
の
事
業
計
画
の
通
り
、
廃
棄
物
の
最
終
処
分
量
の
削
減
方
法
(減
量
化
及
び
有
効
利
用
)は
以
下
に
示
す

　
下
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

　
方
法
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

項
目

廃
棄
物
の
種
類

具
体
的
な
最
終
処
分
量
の
削
減
方
法
(減
量
化
及
び
有
効
利
用
)

項
目

廃
棄
物
の
種
類

具
体
的
な
最
終
処
分
量
の
削
減
方
法
(減
量
化
及
び
有
効
利
用
)

リ
ユ
ー
ス

汚
泥

排
水
処
理
の
活
性
炭
吸
着
処
理
設
備
で
使
用
す
る
活
性
炭
は
、

リ
ユ
ー
ス

汚
泥

排
水
処
理
の
活
性
炭
吸
着
処
理
設
備
で
使
用
す
る
活
性
炭
は
、

活
性
炭
業
者
で
再
生
処
理

活
性
炭
業
者
で
再
生
処
理

リ
サ
イ
ク
ル
汚
泥

セ
メ
ン
ト
原
料
等

リ
サ
イ
ク
ル
汚
泥

セ
メ
ン
ト
原
料
等

廃
油

燃
料
用

廃
油

燃
料
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

焼
却
残
分
を
道
路
の
路
盤
材
等

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

焼
却
残
分
を
道
路
の
路
盤
材
等

木
く
ず

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
等

木
く
ず

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
等

金
属
く
ず

製
鉄
用
原
料
等

金
属
く
ず

製
鉄
用
原
料
等

紙
く
ず

コ
ピ
ー
用
紙
は
再
生
紙

紙
く
ず

コ
ピ
ー
用
紙
は
再
生
紙

地
球
環
境

・
新
設
装
置
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
生
産
効
率
、
技
術
水
準
の
高
い
最
新
の
設
備
機
器
を
導
入
す
る
と
と

・
新
設
装
置
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
生
産
効
率
、
技
術
水
準
の
高
い
最
新
の
設
備
機
器
を
導
入
す
る
と
と
も

　
も
に
、
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
等
の
高
効
率
発
電
設
備
の
設
置
や
装
置
で
の
熱
回
収
の
推
進
を

　
に
、
装
置
で
の
熱
回
収
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
図
る
。

　
（
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
第
2期
工
事
で
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
第
2期
工
事
は
着
工
を

　
　
延
期
し
て
お
り
、
未
実
施
で
す
。
）

・
既
設
装
置
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
る
。
さ
ら
に
製
油
所
全
体
と
し
て
、
よ
り
一

・
既
設
装
置
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
製
油
所
全
体
と
し
て
、

　
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
の
改
善
及
び
二
酸
化
炭

　
よ
り
一
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
の
改
善
及
び
二
酸

　
素
排
出
量
の
低
減
を
図
る
。

　
化
炭
素
排
出
量
の
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
千
葉
等
他
製
油
所
に
お
い
て
も
可
能
な
限
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
る
と
と
も
に
、
経
団
連
環
境
自
主
行

・
他
製
油
所
に
お
い
て
も
可
能
な
限
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
る
と
と
も
に
、
経
団
連
環
境
自
主
行
動
計
画
の

　
動
計
画
の
下
、
補
完
的
に
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
上
有
効
な
排
出
権
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
得
に
取
組
み
、
地
球
温

　
下
、
補
完
的
に
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
上
有
効
な
排
出
権
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
得
に
取
組
み
、
地
球
温
暖
化
対
策
に

　
暖
化
対
策
に
積
極
的
に
対
応
す
る
。

　
積
極
的
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

・
製
油
所
へ
の
通
勤
は
極
力
乗
り
合
い
と
す
る
こ
と
、
並
び
に
出
荷
用
の
車
両
に
つ
い
て
は
大
型
化
す
る
こ

・
製
油
所
へ
の
通
勤
バ
ス
を
運
行
し
極
力
乗
り
合
い
と
す
る
こ
と
、
並
び
に
出
荷
用
の
車
両
に
つ
い
て
は
大
型

　
と
等
に
よ
り
、
関
係
車
両
の
台
数
を
抑
制
す
る
。

　
化
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
関
係
車
両
の
台
数
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

・
事
業
関
連
車
両
の
走
行
に
あ
た
っ
て
は
、
適
正
速
度
を
遵
守
し
、
不
使
用
時
に
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

・
事
業
関
連
車
両
の
走
行
に
あ
た
っ
て
は
、
適
正
速
度
を
遵
守
し
、
不
使
用
時
に
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

　
プ
を
行
う
よ
う
周
知
徹
底
す
る
。

　
を
行
う
よ
う
周
知
徹
底
し
て
い
ま
す
。

・
事
業
関
連
車
両
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
を
利
用
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

・
事
業
関
連
車
両
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
を
利
用
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

環
境
影
響
評
価
書
に
記
載
の
環
境
保
全
措
置
の
内
容

実
施
状
況

別
紙
9
　
施
設
の
存
在
・
供
用
に
係
る
環
境
保
全
措
置
の
実
施
状
況
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知
事
意
見
の
内
容

事
業
者
の
見
解

実
施
状
況

1.
温
室
効
果
ガ
ス

　
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
「
京
都
議
定
書
目
標
　
以
下
に
記
載
し
た
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出

　
以
下
に
記
載
し
た
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出

成
計
画
」
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
量
を
で
き
る
限
り
低
減
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
以
下
の
内
容

量
を
で
き
る
限
り
低
減
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

で
あ
る
が
、
対
策
の
進
捗
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
目
標
達
成
を
評
価
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

の
た
め
に
一
層
の
取
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
大
阪
府

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
地
域
計
画
」
の
目
標
達
成
の
た
め
に
も
、
よ
り

一
層
の
取
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
事
業
は
、
高
効
率
発
電
設
備
の
設
置
や
装
置
で
の
熱
回
収
を
図
る

こ
と
等
に
よ
り
、
石
油
連
盟
の
自
主
行
動
計
画
と
の
整
合
が
図
ら
れ
る

よ
う
対
応
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
な
お
二

酸
化
炭
素
排
出
量
が
大
幅
に
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
以
下
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
で

き
る
限
り
低
減
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
を
評
価
書
に
記
載
す
る
こ
と

。 (1
)準
備
書
に
記
載
さ
れ
た
環
境
保
全
措
置
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と

　
準
備
書
に
記
載
し
た
環
境
保
全
措
置
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に

　
評
価
書
に
記
載
し
た
環
境
保
全
措
置
の
実
施
状
況
は
別
紙
9の
通
り

も
に
、
新
設
す
る
第
2蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
に
つ
い
て
背
圧
型
に

、
新
設
す
る
発
電
設
備
の
見
直
し
を
行
い
、
第
2蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電

で
す
。

変
更
す
る
な
ど
総
合
熱
効
率
を
で
き
る
限
り
高
く
す
る
こ
と
、
及
び
既
設
備
に
つ
い
て
は
抽
気
型
か
ら
背
圧
型
に
変
更
し
、
か
つ
発
電
能
力
を

　
発
電
設
備
(第
2コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
及
び
第
2蒸
気
タ
ー
ビ
ン

設
装
置
に
つ
い
て
加
熱
炉
熱
効
率
の
改
善
を
は
じ
め
と
し
た
実
施
予
定
縮
小
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
2コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
と
第
2蒸
気

発
電
設
備
)の
新
設
は
第
2期
工
事
で
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
第
2期
工
事

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
を
合
わ
せ
た
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
で
き
る
限

は
工
事
は
着
工
を
延
期
し
て
お
り
、
未
実
施
で
す
。

量
を
よ
り
一
層
低
減
す
る
こ
と
。

り
高
く
し
ま
す
。

　
堺
製
油
所
の
既
設
装
置
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
案
件
に
つ
い
て
、

　
ま
た
、
準
備
書
以
降
、
堺
製
油
所
の
既
設
装
置
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル

継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

ギ
ー
案
件
に
つ
い
て
追
加
・
見
直
し
を
行
い
、
加
熱
炉
効
率
の
改
善
を

更
な
る
低
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
と
し
た
実
施
予
定
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
今
後
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
更
な
る
低
減
を
行
い
ま
す
。

(2
)さ
ら
な
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
低
減
を
図
る
た
め
の
補
完
的
な

　
千
葉
等
他
製
油
所
に
お
い
て
も
可
能
な
限
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図

　
コ
ス
モ
石
油
の
他
製
油
所
に
お
い
て
も
可
能
な
限
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

措
置
と
し
て
、
事
業
者
の
他
の
製
油
所
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
る
と
と
も
に
、
経
団
連
環
境
自
主
行
動
計
画
の
下
、
補
完
的
に
京
都
メ

を
進
め
て
い
ま
す
。

を
進
め
る
こ
と
、
及
び
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
上
有
効
な
排
出
権
ク
レ
ジ
ッ
カ
ニ
ズ
ム
上
有
効
な
排
出
権
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
得
に
取
組
み
、
地
球
温

　
ま
た
、
経
団
連
環
境
自
主
行
動
計
画
の
下
、
補
完
的
に
京
都
メ
カ
ニ

ト
の
取
得
に
取
組
み
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
暖
化
対
策
に
積
極
的
に
対
応
し
ま
す
。

ズ
ム
上
有
効
な
排
出
権
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
得
に
つ
い
て
、
取
り
組
ん
で

。
い
ま
す
。

(3
)本
製
油
所
全
体
に
つ
い
て
、
今
後
の
技
術
開
発
の
動
向
を
踏
ま
え

　
当
社
堺
製
油
所
に
お
い
て
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
今
後
の
技

　
当
社
堺
製
油
所
に
お
い
て
は
、
既
設
装
置
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
案
件
を

、
加
熱
炉
に
お
け
る
熱
回
収
の
拡
大
及
び
熱
効
率
の
向
上
等
に
よ
る
省
術
開
発
の
動
向
を
踏
ま
え
、
現
在
検
討
中
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
案
件
又
は

継
続
的
に
検
討
し
て
お
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
継
続
し
て
検
討
し
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
及
び
エ
新
規
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
案
件
を
今
後
も
継
続
的
に
検
討
し
、
二
酸
化
炭

費
原
単
位
を
よ
り
一
層
低
減
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
を
よ
り
一
層
低
減
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

素
排
出
量
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
を
よ
り
一
層
低
減
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。

(4
)二
酸
化
炭
素
排
出
量
等
の
予
測
に
つ
い
て
は
不
確
実
性
が
あ
る
こ

　
二
酸
化
炭
素
排
出
量
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
に
つ
い
て
は
、

と
か
ら
、
事
後
調
査
を
行
う
こ
と
。

予
測
の
不
確
実
性
の
観
点
か
ら
事
後
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
後
調
査
に
お
い
て
は
、
本
製
油
所
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
及
び
エ
　
事
後
調
査
に
お
い
て
は
、
堺
製
油
所
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量

ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
に
加
え
、
事
業
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
を
把
握
し
、
各
予
測
値
と
の
比
較
を
行

に
つ
い
て
も
把
握
す
る
と
と
も
に
、
予
測
値
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
い
ま
す
。
ま
た
、
当
社
4製
油
所
合
計
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
を

位
の
自
主
目
標
値
と
の
比
較
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
必
要
把
握
し
、
当
社
自
主
目
標
値
と
の
比
較
を
行
い
ま
す
。

な
追
加
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
結
果
及
び
環
境
保
全
措
置
　
二
酸
化
炭
素
排
出
量
又
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
が
予
測
値
を
上

の
実
施
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
.

回
っ
た
場
合
は
原
因
調
査
を
行
い
、
新
た
な
措
置
の
実
施
が
必
要
と
考

え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
省
エ
ネ
施
策
を
行
う
な
ど
実
行
可
能
な
範
囲
で

適
切
な
追
加
措
置
を
講
じ
ま
す
。
ま
た
、
事
後
調
査
の
結
果
及
び
環
境

保
全
措
置
の
実
施
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

別
紙
1
0
　
知
事
意
見
等
に
対
す
る
事
業
者
等
の
見
解
に
つ
い
て
の
実
施
状
況

　
現
在
、
作
成
中
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る

法
律
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
届
出
に
合
わ
せ

て
7月
に
報
告
を
行
い
ま
す
。
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知
事
意
見
の
内
容

事
業
者
の
見
解

実
施
状
況

2.
大
気
質

(1
)事
業
計
画
地
周
辺
は
、
「
大
気
汚
染
防
止
法
」
に
基
づ
く
窒
素
酸

　
以
下
に
記
載
し
た
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
堺
製
油
所
か
ら
の

　
以
下
に
記
載
し
た
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
堺
製
油
所
か
ら
の

化
物
総
量
規
制
地
域
及
び
「
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
及
窒
素
酸
化
物
排
出
量
の
で
き
る
限
り
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

窒
素
酸
化
物
排
出
量
の
で
き
る
限
り
の
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

び
粒
子
状
物
質
の
特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
に
基
づ
く
対
策
地
域
に
指
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
窒
素
酸
化
物

対
策
が
重
点
的
に
講
じ
ら
れ
て
き
た
地
域
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
本
事
業
で
は
新
設
す
る
加
熱
炉
及
び
ボ
イ
ラ
ー
に
低
NO

xバ
ー
ナ
ー
を
採
用
す
る
と
と
も
に
排
煙
脱
硝
設
備
を
設
置
す
る
な
ど

と
し
、
既
設
装
置
に
つ
い
て
も
一
部
に
排
煙
脱
硝
設
備
を
増
設
す
る
な

ど
対
策
の
強
化
を
図
る
と
し
て
い
る
が
、
以
下
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

に
よ
り
、
本
製
油
所
全
体
か
ら
の
窒
素
酸
化
物
排
出
量
を
で
き
る
限
り

低
減
す
る
こ
と
。

①
新
設
装
置
の
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
け
る
最

高
レ
ベ
ル
の
機
器
を
採
用
す
る
と
し
て
い
る
が
、
今
後
の
技
術
動
向
も

踏
ま
え
、
機
器
の
設
置
ま
で
に
さ
ら
に
検
討
を
加
え
、
よ
り
一
層
の
濃

度
の
低
減
に
努
め
る
こ
と
。

　
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
今
後
の
技
術
動
向
を
踏
ま
え
、
更
な
る
性

能
向
上
が
期
待
で
き
る
も
の
が
商
業
化
さ
れ
た
場
合
に
は
、
第
2期
工
事

で
新
設
す
る
装
置
群
を
対
象
と
し
て
採
用
可
否
の
検
討
を
行
い
、
窒
素

酸
化
物
濃
度
の
更
な
る
低
減
に
努
め
ま
す
。

　
現
在
、
第
2期
工
事
の
着
工
を
延
期
し
て
い
ま
す
。
第
2期
工
事
を
着

工
す
る
場
合
は
、
再
度
、
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
技
術
動
向
の
把
握

し
ま
す
。
更
な
る
性
能
向
上
が
期
待
で
き
る
も
の
が
商
業
化
さ
れ
た
場

合
に
は
、
第
2期
工
事
で
新
設
す
る
装
置
群
を
対
象
と
し
て
採
用
可
否
の

検
討
を
行
い
、
窒
素
酸
化
物
濃
度
の
更
な
る
低
減
に
努
め
ま
す
。

②
既
設
装
置
に
つ
い
て
は
、
本
事
業
の
実
施
に
合
わ
せ
て
取
り
替
え
る

減
圧
蒸
留
装
置
の
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
を
よ
り
一
層
濃
度
が
低
い
機
器
に

変
更
す
る
こ
と
、
及
び
第
2期
工
事
後
の
稼
動
予
定
が
な
い
装
置
を
事

業
計
画
の
見
直
し
等
に
よ
り
稼
動
さ
せ
る
場
合
は
稼
動
予
定
の
装
置
と

同
様
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　
準
備
書
以
降
、
既
設
装
置
に
つ
い
て
更
な
る
窒
素
酸
化
物
排
出
抑
制

対
策
を
検
討
し
た
結
果
、
減
圧
蒸
留
装
置
の
加
熱
炉
に
更
に
性
能
の
良

い
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
現
状
の
事
業
計
画
で
稼
働
予
定
が
な
い
施
設
(高
圧
ボ
ラ
ー
、

1号
中
圧
ボ
イ
ラ
ー
及
び
水
素
製
造
装
置
1号
加
熱
炉
)に
つ
い
て
、
仮
に

今
後
の
事
業
計
画
見
直
し
等
に
よ
り
、
今
後
稼
働
さ
せ
る
場
合
(非
常
時

に
稼
働
さ
せ
る
場
合
を
除
く
)に
は
、
現
計
画
と
同
様
の
対
策
(低
NO
xバ

ー
ナ
ー
や
排
煙
脱
硝
設
備
の
設
置
)を
講
じ
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
の
定
期
整
備
に
て
、
既
設
減
圧
蒸
留
装
置
の
加
熱
炉
バ

ー
ナ
ー
を
性
能
の
良
い
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
へ
取
り
替
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
評
価
書
に
記
載
し
た
事
業
計
画
で
稼
働
予
定
が
な
い
施
設
(高

圧
ボ
ラ
ー
、
1号
中
圧
ボ
イ
ラ
ー
及
び
水
素
製
造
装
置
1号
加
熱
炉
)に
つ

い
て
は
、
非
定
常
時
に
稼
働
さ
せ
る
場
合
を
除
い
て
常
時
稼
働
さ
せ
る
計

画
は
現
在
も
あ
り
ま
せ
ん
。

③
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
及
び
排
煙
脱
硝
設
備
に
つ
い
て
、
既
設
の
も
の
も

　
新
設
装
置
及
び
既
設
装
置
に
お
け
る
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
及
び
排
煙
脱

　
新
設
装
置
及
び
既
設
装
置
に
お
け
る
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
及
び
排
煙
脱

含
め
て
運
転
管
理
及
び
維
持
管
理
を
徹
底
し
、
濃
度
の
よ
り
一
層
の
低
硝
設
備
に
つ
い
て
、
所
定
の
性
能
が
得
ら
れ
る
よ
う
運
転
管
理
及
び
維

硝
設
備
に
つ
い
て
、
所
定
の
性
能
が
得
ら
れ
る
よ
う
運
転
管
理
及
び
維

減
を
図
る
こ
と
。

持
管
理
を
徹
底
し
ま
す
。

持
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

(2
)新
設
す
る
9号
煙
突
に
つ
い
て
は
、
大
気
汚
染
物
質
排
出
量
が
多
い
　
更
な
る
環
境
負
荷
の
低
減
の
観
点
か
ら
新
設
す
る
9号
煙
突
高
さ
の

　
9号
煙
突
の
新
設
は
、
第
2期
工
事
で
予
定
し
て
い
ま
す
。
第
2期
工
事

こ
と
か
ら
、
建
物
ダ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
高
濃
度
汚
染
を
回
避
で
見
直
し
を
行
い
、
煙
突
周
辺
の
建
物
高
さ
を
踏
ま
え
、
ダ
ウ
ン
ド
ラ
フ

に
つ
い
て
は
着
工
を
延
期
し
て
お
り
、
未
実
施
で
す
。

き
る
高
さ
と
す
る
こ
と
。

卜
建
物
ダ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
)の
発
生
を
回
避
し
う
る
高
さ
と
し
て
40
m

か
ら
10
0m
に
変
更
し
ま
す
。

(3
)輸
送
船
舶
か
ら
の
大
気
汚
染
物
質
排
出
量
が
大
幅
に
増
加
す
る
こ

　
原
油
輸
送
船
舶
の
う
ち
定
期
傭
船
に
つ
い
て
ぐ
揚
油
作
業
時
に
お
け

　
原
油
輸
送
船
舶
の
う
ち
定
期
傭
船
に
つ
い
て
、
平
成
22
年
4月
よ
り
揚

と
か
ら
、
揚
油
作
業
時
に
お
け
る
使
用
燃
料
の
改
善
等
を
行
い
、
大
気
る
使
用
燃
料
の
改
善
を
検
討
し
、
硫
黄
分
の
少
な
い
燃
料
へ
(C
重
油
か

油
作
業
時
に
お
け
る
使
用
燃
料
を
硫
黄
分
の
少
な
い
燃
料
へ
(C
重
油
か

汚
染
物
質
排
出
量
の
低
減
を
図
る
こ
と
。

ら
A重
油
に
)可
能
な
限
り
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
送
船
舶
か
ら
の

ら
A重
油
に
)可
能
な
限
り
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
送
船
舶
か
ら
の

大
気
汚
染
物
質
排
出
量
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

大
気
汚
染
物
質
排
出
量
の
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

(4
)施
設
の
稼
動
に
係
る
事
後
調
査
に
お
い
て
は
、
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
、
　
施
設
の
稼
働
に
係
る
事
後
調
査
に
お
い
て
は
、
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
、

　
低
NO
xバ
ー
ナ
ー
、
排
煙
脱
硝
設
備
出
口
の
性
能
に
つ
い
て
は
、
計
画

排
煙
脱
硝
設
備
及
び
ベ
ン
ゼ
ン
蒸
気
回
収
設
備
の
性
能
に
つ
い
て
も
把
排
煙
脱
硝
設
備
及
び
ベ
ン
ゼ
ン
の
蒸
気
回
収
設
備
の
性
能
に
つ
い
て
も

値
の
範
囲
内
で
あ
る
事
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

握
し
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
必
要
な
追
加
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
把
握
し
、
所
定
の
性
能
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
原
因
調
査
を
行
い
、
適

　
ベ
ン
ゼ
ン
の
蒸
気
回
収
設
備
は
第
2期
工
事
で
設
置
予
定
で
す
が
、
第

切
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

2期
工
事
に
つ
い
て
は
着
工
を
延
期
し
て
い
ま
す
。

(5
)以
上
に
つ
い
て
評
価
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

以
上
の
内
容
を
評
価
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

評
価
書
に
記
載
済
み
で
す
。

別
紙
1
0
　
知
事
意
見
等
に
対
す
る
事
業
者
等
の
見
解
に
つ
い
て
の
実
施
状
況
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業
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況

3.
水
質

(1
)事
業
計
画
地
が
閉
鎖
性
水
域
に
面
し
て
い
る
こ
と
、
事
業
規
模
が

　
石
油
精
製
の
冷
却
工
程
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り
空
気
冷
却
方
式
を

　
石
油
精
製
の
冷
却
工
程
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り
空
気
冷
却
方
式
を

大
き
い
こ
と
か
ら
、
水
を
循
環
使
用
す
る
こ
と
等
に
よ
り
排
出
水
量
を
採
用
し
、
冷
却
水
の
使
用
方
法
と
し
て
循
環
冷
却
水
方
式
を
採
用
し
ま

採
用
し
、
冷
却
水
の
使
用
方
法
と
し
て
循
環
冷
却
水
方
式
を
採
用
し
ま

低
減
す
る
と
と
も
に
、
排
水
処
理
施
設
の
運
転
管
理
及
び
維
持
管
理
を
す
。
ま
た
、
石
油
精
製
工
程
で
発
生
す
る
蒸
気
凝
縮
水
の
回
収
・
再
利

し
た
。
ま
た
、
石
油
精
製
工
程
で
発
生
す
る
蒸
気
凝
縮
水
の
回
収
・
再

適
切
に
行
い
、
本
製
油
所
全
体
か
ら
の
汚
濁
負
荷
量
の
よ
り
一
層
の
低
用
や
、
石
油
精
製
工
程
で
発
生
す
る
臭
水
及
び
廃
水
処
理
再
生
塔
の
処

利
用
や
、
石
油
精
製
工
程
で
発
生
す
る
臭
水
及
び
廃
水
処
理
再
生
塔
の

減
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
事
後
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
必
要
な
追
加
措
埋
水
を
工
程
内
で
一
部
再
利
用
す
る
こ
と
に
努
め
、
排
出
水
量
を
極
力

処
埋
水
を
工
程
内
で
一
部
再
利
用
す
る
こ
と
に
努
め
、
排
出
水
量
を
極

置
を
講
じ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
評
価
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

低
減
し
ま
す
。

力
低
減
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
準
備
書
で
は
No
.1
排
水
口
か
ら
の
排
出
水
の
化
学
的
酸
素
要

　
ま
た
、
No
.1
排
水
口
か
ら
の
排
出
水
の
化
学
的
酸
素
要
求
量
(C
OD
)濃

求
量
(C
OD
)濃
度
を
7.
3㎎
/L
(第
1期
工
事
後
)及
び
7.
2㎎
/L
(高

度
は
自
主
管
理
値
6.
5㎎
/L
(第
1期
工
事
後
)以
下
と
し
、

度
化
後
〉
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め

排
水
処
理
施
設
の
運
転
管
理
及
び
維
持
管
理
を
適
切
に
行
い

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
6.
5㎎
/L
(第
1期
工
事
後
)及
び
6.
0㎎
/L

堺
製
油
所
全
体
か
ら
の
汚
濁
負
荷
量
の
更
な
る
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

(高
度
化
後
)を
自
主
管
理
値
と
し
て
定
め
、
排
水
処
理
施
設
の
運
転

　
全
年
度
の
平
均
は
、
自
主
管
理
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

管
理
及
び
維
持
管
理
を
適
切
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
堺
製
油
所
全
体
か

　
ま
た
、
各
月
に
測
定
し
た
排
水
性
状
が
自
主
管
理
値
を
上
回
っ
た
場

ら
の
汚
濁
負
荷
量
の
更
な
る
低
減
を
図
り
ま
す
。

合
は
、
そ
の
都
度
、
原
因
調
査
を
行
い
、
実
行
可
能
な
範
囲
で
必
要
な

　
事
後
調
査
に
お
い
て
、
No
.1
及
び
No
.3
排
水
口
の
排
水
性
状
が
予
測

措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

値
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
原
因
調
査
を
行
い
、
新
た
な
措
置
の
実
施
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
、
実
行
可
能
な
範
囲
で
適
切
な
追
加
措
置

を
講
じ
ま
す
。

以
上
の
内
容
を
評
価
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

別
紙
1
0
　
知
事
意
見
等
に
対
す
る
事
業
者
等
の
見
解
に
つ
い
て
の
実
施
状
況
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